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詳
細
は
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ペ
ー
ジ
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覧
く
だ
さ
い
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詳
細
は
9
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

西海市では、豊かな自然がもたらす恵み、交流によって育まれる歴史・文化、それらを活かす人々
の想いによって、多くの産品が生み出されています。その中から、厳選した産品や観光資源を
ぎゅぎゅっと詰め込み、“ぎゅぎゅっと!西海”が誕生しました。

長崎地方で多量に生産される良質の甘藷（さつまいも）を
薄く輪切りにし、湯がいて天日に干した「甘古呂（かんころ）」。
この甘古呂を餅といっしょにつき合わせたのが「かんころ餅」
です。当時、高価だった餅米とさつま芋を混ぜ合わせて、量を
増やそうと考えた庶民の智恵から生まれたものでした。その
味はやがて、ひとつの餅菓子として存在を築き、今では自然
ゆたかな長崎の里の味として愛されるようになりました。

もち米とさつまいもだけで作られる
自然な甘味を生かした伝統食品

Vol.6

手間ひまかけて愛情こめて
これがふるさとの味 かんころ餅

西海市役所　商工観光物産課
〒857－2392　長崎県西海市大瀬戸町瀬戸樫浦郷2278 番地 2
電話：0959－37－0064　FAX：0959－37－0220

お問い合わせ

災害時に備えて
「西海市防災訓練」実施のようす P2、3
中学生が海を渡って異国を体験 P4
早めの予防で吹き飛ばそう
季節性インフルエンザ P13
みんな集まれ！大鍋まつり P16、17
鍾乳洞でチャレンジRUN！
ロードレース大会 P18
芸術の秋に触れよう

「第64回県展移動展」 P35

災害時に備えて
「西海市防災訓練」実施のようす P2、3
中学生が海を渡って異国を体験 P4
早めの予防で吹き飛ばそう
季節性インフルエンザ P13
みんな集まれ！大鍋まつり P16、17
鍾乳洞でチャレンジRUN！
ロードレース大会 P18
芸術の秋に触れよう

「第64回県展移動展」 P35

主な内容
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まちの話題

地
震
や
風
水
害
を
想
定
し
た「
令

和
元
年
度
西
海
市
総
合
防
災
訓
練
」

を
大
瀬
戸
総
合
運
動
公
園
で
行
い
ま

し
た
。

訓
練
に
は
、自
衛
隊
、警
察
、消
防

署
、
消
防
団
、
自
主
防
災
組
織
な
ど

16
機
関
か
ら
約
6
0
0
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

大
規
模
災
害
発
生
時
の
対
応
訓
練

と
し
て
、現
地
対
策
本
部
の
設
置
や
、

倒
壊
家
屋
お
よ
び
被
災
車
両
か
ら
の

救
助
、
炊
き
出
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
受
け
入
れ
訓
練
な
ど
計
11
の
訓
練

を
行
い
、
関
係
機
関
相
互
の
連
携
に

つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

【
写
真
】①
災
害
対
策
本
部
設
置
②
偵

察
訓
練
③
道
路
啓
開
・
倒
壊
家
屋
か

ら
の
救
出
訓
練
④
倒
壊
家
屋
か
ら
救

出
※
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
⑤
水
防
工
法

⑥
避
難
所
開
設
訓
練（
非
常
炊
き
出

し
）⑦
簡
易
ト
イ
レ
等
の
組
立
設
置

訓
練
⑧
管
工
事
応
急
復
旧
訓
練
⑨
配

電
応
急
送
電
訓
練
⑩
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

受
け
入
れ
訓
練
⑪
建
物
火
災
消
火
訓

練
⑫
そ
の
他
、非
常
通
信
確
保
訓
練
、

災
害
記
録
写
真
展
示
、
訓
練
参
加
車

両
展
示

※
ト
リ
ア
ー
ジ
と
は
、
災
害
等
で
同
時

に
多
く
の
患
者
が
出
た
時
に
、
手
当
て

の
緊
急
度
に
従
っ
て
優
先
順
を
つ
け
る

こ
と
で
す
。

▲⑩西海市社会福祉協議会が災害ボランティ
アセンターを設置し、災害ボランティアの
受け入れをするようす

▲⑫NTTによる被災者の安否情報などを確認
する「災害伝言サービス１・７・１」

▲⑫九州電力による展示・体験ブース ▲⑫自衛隊による訓練参加車両展示 ▲⑫自衛隊による災害記録写真展示

▲⑤消防団による「水防工法」により、ため池の決壊を防止

▲⑪13ｍのブームが付いた多目的消防ポンプ
車で、上方から放水する消火活動

▲⑨九州電力が停電の発生を受けて配電用特殊車両を
使用して送電

▲⑧水道管が破損し、上水道課からの要請を受けた管
工事組合が復旧活動を支援

西
海
市
の
話
題
を
、
西
海
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の「
さ
い
か
い
ブ
ロ
グ
」で
も
紹
介
中
! 

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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市
内
中
学
生
8
名
が

マ
レ
ー
シ
ア

を
訪
問

　

西
海
市
国
際
交
流
協
会
の
中
学
生
マ

レ
ー
シ
ア
交
流
事
業
に
、
西
海
市
の
中

学
2
年
生
8
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

生
徒
達
は
、
同
年
代
の
子
供
が
い
る

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
し
な
が
ら
、
現
地
の
国
立
中
高
等

学
校
に
通
っ
て
一
緒
に
授
業
を
受
け
る

な
ど
、宗
教
・
文
化
・
生
活
様
式
に
触
れ
、

ま
た
、J
I
C
A
マ
レ
ー
シ
ア
事
務
所

を
訪
問
し
、日
本
の
O
D
A（
政
府
開
発

援
助
）の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

　

生
徒
達
は
帰
国
後
に
市
長
を
訪
れ
、

現
地
の
方
が
優
し
く
話
し
か
け
て
く
れ

て
嬉
し
か
っ
た
こ
と
や
、
交
流
を
通
し

て
お
互
い
理
解
し
合
え
た
こ
と
、
お
土

産
を
買
う
時
に
価
格
交
渉
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
こ
と
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

生
徒
達
は
自
ら
英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
挑
戦
し
、
こ
の
交
流
を

通
し
て
成
長
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

市
内
中
学
生
２
名
が

イ
タ
リ
ア
を
訪
問

～
天
正
遣
欧
少
年
使
節
ゆ
か
り
の
地

首
長
会
議
海
外
派
遣
事
業
～

宮
崎
県
西
都
市
、長
崎
県
大
村
市
・
波

佐
見
町
・
雲
仙
市
・
南
島
原
市
・
西
海

市
の
中
学
生
12
名
が
、8
日
間
、イ
タ
リ

ア
を
訪
問
し
ま
し
た
。

こ
の
訪
問
は
、
天
正
10
年（
1
5
8
2

年
）に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
派
遣
さ
れ
た「
天

正
遣
欧
少
年
使
節（
4
少
年
）」（
西
海
市：

中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
）に
ゆ
か
り
の
あ
る

5
市
1
町
か
ら
選
ば
れ
た
中
学
生
を
派

遣
し
、
天
正
遣
欧
少
年
使
節
の
足
跡
を

辿
る
と
と
も
に
、
現
地
の
中
学
生
と
の

文
化
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

西
海
市
か
ら
は
、
大
瀬
戸
中
2
年
の

中な
か
ぬ
ま沼
海か

い
と人
君
と
西
海
中
1
年
の
志し

か
た方

仁ひ
と
み美
さ
ん
の
2
名
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

イ
タ
リ
ア
で
は
、ロ
ー
マ
法
王
と
の
直

接
謁
見
や
、
現
地
学
生
と
の
交
流
の
ほ

か
、
天
正
遣
欧
少
年
使
節
の
足
跡
を
辿

る
歴
史
学
習
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
沼
君
は「
ロ
ー
マ
法
王
と
の
謁
見
が

強
く
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
謁
見

が
叶
っ
た
の
も
、
4
少
年
が
苦
労
し
て

渡
航
し
、
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
お
か
げ

だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
、

将
来
へ
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
」、
志

方
さ
ん
は「
遠
く
か
ら
拝
見
す
る
だ
け

だ
と
思
っ
て
い
た
ロ
ー
マ
法
王
に
、
す

ぐ
目
の
前
で
お
会
い
し
、
挨
拶
を
し
て

握
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
と
て

も
感
動
し
ま
し
た
。
現
地
学
生
と
の
交

流
の
中
で
、
言
葉
の
大
切
さ
を
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。
英
語
を
習
い
始
め
た
ば

か
り
で
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
か
っ

た
で
す
が
、
周
り
の
人
に
助
け
て
も
ら

い
な
が
ら
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。こ
の
経
験
を
基
に
、こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
」と
感
想
を
話

し
ま
し
た
。

▲タンスリ・アブドゥル・アジズ・タパ中高等学校にて

▲ホームステイ先にて

▲左から、中沼君、市長、志方さん

7/31
▼
8/7

8/5▶12 西
海
市
の
話
題
を
、
西
海
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の「
さ
い
か
い
ブ
ロ
グ
」で
も
紹
介
中
! 

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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令
和
の
夏

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た

夏
祭
り

　
「
第
36
回
さ
き
と
納
涼
花
火
大
会
」が
崎
戸
港
で
行
わ

れ
、名
物
の
水
中
花
火
に
た
く
さ
ん
の
見
物
客
が
沸
き
ま

し
た
。こ
の
他
、ラ
ム
ネ
の
早
飲
み
や
ト
コ
ロ
テ
ン
の
早

食
い
競
争
、
バ
ン
ド
演
奏
等
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

華
や
か
な
夏
の
夜
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
8
月
中
は
、市
内
各
地
区
で
夏
祭
り
が
盛
大
に
開
催
さ

れ
、地
域
独
自
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
だ
っ
て
真
剣
勝
負
！

「
西
海
市
チ
ー
ム
対
抗

  

子
ど
も
囲
碁
大
会
」

　
大
島
文
化
ホ
ー
ル
で
、令
和
元
年
度
西
海
市
チ
ー
ム
対

抗
子
ど
も
囲
碁
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、市
内
の
小
学
生
約
80
名
が
参
加
し
、学
童

ク
ラ
ブ
ご
と
に
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
対
戦
を
行
い
ま
し

た
。参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、真
剣
な
表
情
で
盤
を
囲

み
、時
に
は
頭
を
抱
え
た
り
、難
し
い
顔
を
浮
か
べ
な
が

ら
一
手
を
慎
重
に
打
ち
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
児
童
の
ひ
と
り
は
、「
今
日
の
大
会
で
は
負

け
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、も
っ
と
上
手
に
な
っ
て
、次
は

優
勝
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

▲ラムネの早飲みを競う
　子どもたち

▲真剣な面持ちで碁盤に向かうようす

▲空だけでなく海にも美しい花火が上がりました
（崎戸の水中花火）

8/10

8/19

西
海
市
の
話
題
を
、
西
海
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の「
さ
い
か
い
ブ
ロ
グ
」で
も
紹
介
中
! 

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

さ
い
か
い
っ
子
が

奏か

な

で
、
踊
っ
た

　
西
彼
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
、市
内
の
学
童
ク
ラ

ブ
が
一
斉
に
集
う
交
流
会「
さ
い
か
い
っ
子
祭
り
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
西
海
市
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
が
毎
年
行
う
イ
ベ
ン

ト
で
、学
童
ク
ラ
ブ
ご
と
に
演
奏
や
ダ
ン
ス
な
ど
を
披
露

し
ま
し
た
。他
に
、携
帯
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
正

し
い
取
り
扱
い
に
つ
い
て
学
ぶ
時
間
も
あ
り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
笑
顔
に
あ
ふ
れ
、「
ま
た
踊

り
た
い
」「
楽
し
か
っ
た
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

8/27

▲盛り上がったダンス！
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＊祝祭日は前日のテープが流れます。
＊朝9時から翌朝9時までの24時間、同じ内容のテープが3分間流れます。
＊曜日毎にテーマが決められ（日替りメニュー）、月毎にかわります。
＊内容は専門の医師・歯科医師がつくります。

2019年10月　テレホンテーマ
月
火
水
木
金

土・日

片頭痛について
ゴルフ肘
赤ちゃんの発熱
老眼について
口内炎か口腔がんか迷ったら？
排尿時の痛み

長崎県
保険医協会

長崎市恵美須町 2-3-2F
TEL 095-825-3829 ／ FAX 095-825-3893
URL https://www.vidro.gr.jp/
Eメール nagasaki-hok@doc-net.or.jp

健康テレホンサービス
長崎 ☎095－826－5511
7 0120−555−203（携帯電話不可）

日本人
外国人
日本人
外国人
日本人
外国人
日本人
混　合
外国人

27,163 
412 

13,211 
327 

13,952 
85 

12,219 
35 

365 

-49 
-11 
-27 
-9 

-22 
-2 

-19 
0 

-11 

人　口

男

女

世帯数

令和元年
8 月 31日現在 前月比

人　口

男

女

世帯数

各町別
西彼 西海 大島 崎戸 大瀬戸

8,285 
26 

3,981 
3 

4,304 
23 

3,318 
9 

16 

7,108 
16 

3,366 
3 

3,742 
13 

2,911 
5 

11 

4,744 
340 

2,399 
315 

2,345 
25 

2,512 
12 

318 

1,325 
3 

643 
1 

682 
2 

787 
2 
0 

5,701 
27 

2,822 
5 

2,879 
22 

2,691 
7 

20 

転入
転出
出生
死亡

日本人
45 
66 
10 
41 

8 月中
外国人

1 
10 
0 
0 

西海市の人口の動き

一年間分の「健康テレホンサービス」放送原稿を収載した小冊子
『健康一口メモ』（第28～32集：1冊400円・送料別）を好評販売
中です。

お知らせ

編
集
後
記

今
月
の
広
報
紙
づ
く
り
は
虫
た
ち
と
共

に
ー
。

夕
方
、
事
務
所
で
編
集
作
業
を
し
て
い
る

と
、
右
肩
を
ア
ブ
に
刺
さ
れ
て
、
二
週
間

経
っ
て
腫
れ
は
退
い
た
け
ど
傷
跡
し
っ
か
り
。

昨
日
は
、
ど
こ
か
ら
入
っ
て
き
た
の
か
、

帰
宅
す
る
と
居
間
で
コ
オ
ロ
ギ
の
鳴
き
声
が
。

そ
う
い
え
ば
、
夕
暮
れ
時
に
鳴
い
て
い
た

キ
リ
ギ
リ
ス
や
コ
オ
ロ
ギ
の
声
も
日
中
か
ら

聞
こ
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
変
温

動
物
で
あ
る
虫
た
ち
は
、
秋
が
深
ま
り
夜
間

の
気
温
が
低
く
な
る
と
昼
間
に
も
鳴
く
よ
う

に
な
り
、
気
温
が
15
℃
以
下
に
な
る
と
鳴
か

な
く
な
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
虫
が
鳴

く
10
月
頃
ま
で
は
、
心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
て
、
私
た
ち
も
虫
の
声
で
癒
さ
れ

る
と
い
う
わ
け
で
す
。

そ
し
て
、
ほ
ん
の
数
日
前
、
黄
金
色
の
て

づ
く
り
は
ち
み
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
虫

た
ち
よ
、
あ
り
が
と
う
。

こ
の
号
が
発
行
さ
れ
る
頃
は
、
肌
寒
さ
や

日
の
短
さ
か
ら
、
さ
ら
に
秋
を
実
感
し
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
か
わ
ぐ
ち
）

▲庭の黄色い彼岸花も秋の到来を告げています。
　花言葉は、「追想、深い思いやりの心」

慌てないで！
災害後の住宅修理トラブル

●豪雨や台風など自然災害による被害で、住宅の修理等が必要
な場合でも、慌てずに複数の事業者から見積もりを取ったり、
周囲に相談したりした上で慎重に契約しましょう。
●安心して依頼できる事業者について、日ごろから情報を集め
ておくことも大切です。
●自然災害が起きた後、住宅修理や便乗商法などの様々な相
談が寄せられます。
●困ったときは、早めにお住まいの自治体の消費生活センター
等にご相談ください（消費者ホットライン188）。
問い合わせ先
西海市消費生活センター
☎３７－０１４５

見守り新鮮情報

日ごろから情報収集

ひとこと助言

西海市消費生活セ
ンターからの

ミニ知識
台風で屋根が破損し雨漏りしたので、慌て

て手元にあったチラシの事業者に電話して来
てもらった。応急処置としてブルーシートを掛
けてもらい、屋根のふき替え工事をしてもら
うことになったが約200万円と高額だった。
もっと安い屋根材を使うようお願いしたが、
「これしか扱っていない」
と言われた。雨漏りで
困っていたこともあり契
約したが、やはり高額な
ので解約したい。

（７０歳代　女性）

元気に楽しくバスケットボールを頑張っています

島
の
幸
せ
な

未
来
像
に
つ
い
て
考
え
る

～
平
島
の
将
来
を
考
え
る

　

体
験
型
講
座
～

平
島
公
民
館
に
お
い
て
、「
平
島
の
将
来
を

考
え
る
体
験
型
講
座
」を
開
催
し
ま
し
た
。

離
島
地
域
と
本
土
側
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
通
じ
て
、地
域
の
課
題
解
決
や
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た「
し
ま
っ
ち
ん
ぐ
」

と
い
う
国
の
事
業
を
活
用
し
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
離
島
総
合
研
究
所
代
表
理
事
の

上う
え
だ田
嘉よ

し
み
ち通
先
生
を
講
師
に
、
島
民
16
名
が
３

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
島
の
良
い
と
こ
ろ

を
活
か
し
た
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
の
方

法
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
離
島

留
学
や
老
人
介
護
施
設
の
誘
致
、
宿
泊
施
設

の
充
実
な
ど
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
10
月

に
は
東
京
で
お
こ
な
わ
れ
る
交
流
イ
ベ
ン
ト

へ
参
加
し
、
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
お
こ

な
っ
て
い
き
ま
す
。

手
作
り
の

流
し
そ
う
め
ん
を
楽
し
む

〜
石
田
地
区
で「
ふ
れ
あ
い
食
堂
」
〜

　
西
海
町
の
石
田
地
区
公
民
館
で「
ふ
れ
あ
い

食
堂
」が
開
催
さ
れ
、子
ど
も
や
お
年
寄
り
約

70
名
が
参
加
し
て
、流
し
そ
う
め
ん
や
カ
レ
ー

を
食
べ
て
交
流
を
し
ま
し
た
。

　
地
域
の
お
年
寄
り
と
子
ど
も
た
ち
の
ふ
れ

あ
い
を
目
的
に
、
民
生
委
員
の
川か

わ
ぐ
ち口
み
づ
ほ

さ
ん
が
、
石
田
地
区
の
団
結
力
と
包
容
力
で

子
ど
も
達
の
成
長
を
見
守
り
た
い
と
企
画
し

ま
し
た
。

　
老
人
会
の
吉よ

し
だ田
豊ゆ

た
か

会
長
は
、「
お
年
寄
り
に

も
外
に
出
て
も
ら
い
、
交
流
の
場
を
増
や
し

て
地
域
で
子
ど
も
を
見
守
り
た
い
」と
語
り
ま

し
た
。

　
西
海
東
小
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
で
は
、男

子
13
名
、
女
子
14
名
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
西
海
東

小
の
他
に
、
男
子
は
と
き
わ
台
小
、
西
彼
北
小
、
女
子
は

西
海
小
か
ら
も
練
習
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

　

子
供
達
は
、
日
々
の

練
習
や
試
合
で
、
体
を

鍛
え
る
だ
け
で
な
く
、

学
校
や
家
庭
で
は
経
験

で
き
な
い
貴
重
な
体
験

を
し
て
い
ま
す
。

　

当
ク
ラ
ブ
で
は
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
通

じ
て
技
術
面
だ
け
で
は

な
く
、「
礼
儀
」「
挨
拶
」

「
仲
間
の
大
切
さ
」「
思
い

や
り
の
心
」を
育
成
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
他
の
チ
ー
ム
に
も
友
達
が
増
え
、
楽
し

く
爽
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　
左
記
の
日
程
で
、ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
体
験
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
時
：
10
月
20
日（
日
）午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

場
所
：
西
海
東
小
学
校
体
育
館

参
加
対
象
者
：
小
学
生（
西
海
東
小
学
校
以
外
の
お
子
さ

ん
で
も
参
加
可
能
）

持
ち
物
：
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
・
水
筒
・
タ
オ
ル

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

8/29

8/30

◀講師の
　上田嘉通さん

▲グループに分かれて意見を出し合うようす

▶
地
区
の
老
人
会
、育
成
会
、

学
校
の
先
生
達
が
参
加
し
て

楽
し
そ
う

▶「
楽
し
く
て
お
い
し
い
」と
、

流
し
そ
う
め
ん
を
満
喫
す

る
小
学
生

西
海
市
の
話
題
を
、
西
海
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の「
さ
い
か
い
ブ
ロ
グ
」で
も
紹
介
中
! 

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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ま
ち
の
話
題

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

く
ら
し
の
情
報

き
ょ
う
い
く
の
広
場

ま
ち
の
話
題

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

く
ら
し
の
情
報

き
ょ
う
い
く
の
広
場

まちの話題

ミニ

手話の

講座

横向きの握り拳

今月号の
モデル

ぜひ、練習
して

みてくださ
い！

今月号は、読書の秋！にちなんで「本を読むのが好き」の手話と、指文字の「は・ひ・ふ・へ・ほ」を紹介します。

福祉課　垣山　一機
担当：障害福祉サービス
一言：読書の秋と言いますが、私はもっぱらスポーツの秋です。活字を読んでいるとぐっすり眠れ

ます。皆さんにとっては何の秋でしょう。

かきやま　　かず き

本を読むのが好き

両手掌を合わせ、小指側を軸に左右
に開く

本
1 2

指文字
は

人差し指・中指を伸ばし、
前に向ける（はさみの形）

ひ

人差し指を立て掌側を
相手に向ける（1つのひ）

ふ

掌を自分側に向け指先を下
にし、親指・人差し指をのば
す（カタカナのフの形）

へ

掌を自分側に向け指先を
下にし、親指・子指をのば
す（への形）

ほ

指先を上にし、手の甲を
相手方に向ける（船の帆
の形）

親指・人差し指を伸ばした右手を喉
に向け、斜め前に下ろしながら閉じる

好き
1 2

左手掌に右手人差指・
中指の指先を向けなぞ
るよう2回下ろす

読む

Zzz

民
生
委
員
・
児
童

委
員
の

交
代
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
10
月
31
日

付
で
民
生
委
員
・
児
童

委
員
を
退
任
さ
れ
た
大

瀬
戸
町
の
故
山や

ま

崎さ
き

勝ま
さ
と
し利

さ
ん
の
後
任
と
し
て
、

道み
ち
わ
き脇
直な

お
み美
さ
ん
が
厚
生

労
働
大
臣
か
ら
委
員
を

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
嘱
期
間
は
令
和
元

年
11
月
30
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

道
脇
さ
ん
は
大
瀬
戸

町
福
島
地
区
を
担
当
し

ま
す
。

高
齢
者
叙
勲

（
旭
日
単
光
章
）

　
9
月
1
日
、高
齢
者
叙
勲
が
発
令
さ

れ
、橋は

し
ぐ
ち口
寛ひ

ろ
と人
様
が
旭
日
単
光
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

　
元
大
瀬
戸
町
議
会
議
員
の　

故　
田た

が
わ川
國く

に
お雄
様（
享
年
86
歳
）に

死
亡
叙
勲
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

種　
別　
旭
日
単
光
章

功　
労　
地
方
自
治
功
労

死
亡
日　
令
和
元
年
7
月
17
日

橋
はしぐち

口寛
ひ ろ と

人様（88歳）
　地方自治功労
　元西海町議会議員

死
亡
叙
勲

▲道脇 直美さん

西
海
市
の
話
題
を
、
西
海
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の「
さ
い
か
い
ブ
ロ
グ
」で
も
紹
介
中
! 

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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ま
ち
の
話
題

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

く
ら
し
の
情
報

き
ょ
う
い
く
の
広
場

ま
ち
の
話
題

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

く
ら
し
の
情
報

き
ょ
う
い
く
の
広
場

まちの話題

久
田
　花
屋
さ
ん
は
オ
ー
プ
ン
し
て
ど
の
く

ら
い
で
す
か
？

長
岡

　こ
の
場
所
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
て
、今
年
の
秋
で
3
年
目
を
迎
え

ま
す
。さ
か
の
ぼ
る
と
、こ
こ
の
近
く
で
32

年
、先
代
が
池
島
に
行
商
を
し
て
い
た
期

間
を
入
れ
る
と
54
年
目
の
花
屋
に
な
り
ま

す
。

久
田

　先
代
の
方
が
行
商
か
ら
始
め
ら
れ

た
ん
で
す
ね
。長
岡
さ
ん
は
ご
結
婚
し
て
か

ら
で
す
か
？

長
岡

　は
い
。好
き
に
な
っ
た
人
が
ち
ょ

う
ど
お
花
屋
を
継
ぐ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、私

も
自
然
と
お
店
を
手
伝
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

久
田
　お
花
屋
さ
ん
に
長
年
携
わ
っ
て
こ
ら

れ
た
の
で
す
ね
。

長
岡

　辛
い
こ
と
や
大
変
な
こ
と
が
多

か
っ
た
で
す
。寒
い
し
、重
い
し
、水
の
入

れ
か
え
は
こ
う
見
え
て
重
労
働
な
ん
で

す
。花
の
名
前
や
接
客
な
ど
、覚
え
る
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。で
も
、私

は
お
花
が
好
き
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

あ
っ
と
い
う
間
の
32
年
で
し
た
。

近
ご
ろ
は
、男
性
の
お
客
様
が
増
え
て
い

ま
す
。奥
様
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
恋
人
へ
の

サ
プ
ラ
イ
ズ
な
ど
、恥
ず
か
し
そ
う
に
お

花
を
選
ば
れ
る
の
で
、こ
ち
ら
ま
で
嬉
し

い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

久
田

　長
岡
さ
ん
が
笑
顔
で
接
客
し
て
く

だ
さ
る
の
で
、い
ろ
い
ろ
お
話
し
も
弾
ん
で

安
心
で
す
ね
。

長
岡

　長
男
夫
婦
が
後
を
継
い
で
、次
男

の
お
嫁
さ
ん
も
手
伝
っ
て
く
れ
る
よ
う
に

な
り
、仕
入
れ
商
品
や
見
せ
方
が
変
わ
っ

て
来
て
い
ま
す
。夫
と
私
で
は
思
い
も
し

な
い
ア
イ
デ
ア
が
お
店
に
あ
ふ
れ
て
き
ま

し
た 

。

多
肉
植
物
や
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
も
、若
い

人
し
か
興
味
が
な
い
と
思
っ
て
い
た
ら
、

年
齢
に
関
係
な
く
い
ろ
い
ろ
な
方
に
お
求

め
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

久
田
　長
岡
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
夢
が

あ
り
ま
す
か
？

長
岡

　お
客
様
に
自
分
で
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
を
し
て
い
た
だ
い
た
り
、お
子
さ
ん
に

簡
単
な
お
花
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
教
え
た

り
、一
緒
に
楽
し
ん
で
お
花
に
触
れ
て
も
ら

え
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

久
田
　今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な人を紹介 !

「花の長岡」さんについてクエスチョン♪

答えがわかったかな？
ハガキでのご応募の方はばりぐっど編集部
〒851-3305　長崎県西海市西彼町喰場郷１６８６－３まで、
SNSでご応募の方はFacebookのばりぐっどアカウントへ
①お名前②ご住所③クイズの答えを記載してメッセージください！
正解者1名に花の長岡さん提供の「観葉植物」をプレゼントいたします。

フェイスブックページ インスタグラムページ

ばりぐっど
URL
ご案内

ローカルメディア「ばりぐっど」

今回の『ばりぐっどな人』は、大瀬戸町にあるお花屋さん「花の長岡」
の、長岡真美子さんを紹介します。

なが  おか    ま     み     こ

なが おか  ま    み    こ

ライター
プロフィール

久田 昭子
ばりぐっどライターとして、市民
の方たちの生き生きとした笑顔
や情報を伝える一方で、長崎
県男女共同参画推進委員や手
話の勉強にも励んでいます。

問題１ ： お花屋さん「花の長岡」さんは西海市の何町にあるでしょうか？ 
問題２ ： リニューアルオープンして、今年の秋で何年目でしょうか？

ひさ だ     あき  こ

長岡真美子さん
プロフィール
1961年池島出身。福岡で保
育士をした後、縁あって大瀬
戸町にUターン。現在はご主
人とご家族と一緒に西海町に
在住。

花の長岡
〒857-2302
西海市大瀬戸町樫浦郷2278-69
TEL&FAX 0959ー22－2643
営業時間：8:30-19:00
定休日：日曜日（予約可）

自分でお花を

アレンジメントしたり

簡単なラッピングも

楽しめます！

樫浦公民館
●

大瀬戸郵便局
●

親和銀行●

みなとみらい
広場

長崎銀行● 十八銀行
● ●
西海市役所

長崎西彼農業協同組合●

花の長岡
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西
海
市
の
話
題
を
、
西
海
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の「
さ
い
か
い
ブ
ロ
グ
」で
も
紹
介
中
! 

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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まちの話題

久
田
　花
屋
さ
ん
は
オ
ー
プ
ン
し
て
ど
の
く

ら
い
で
す
か
？

長
岡

　こ
の
場
所
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
て
、今
年
の
秋
で
3
年
目
を
迎
え

ま
す
。さ
か
の
ぼ
る
と
、こ
こ
の
近
く
で
32

年
、先
代
が
池
島
に
行
商
を
し
て
い
た
期

間
を
入
れ
る
と
54
年
目
の
花
屋
に
な
り
ま

す
。

久
田

　先
代
の
方
が
行
商
か
ら
始
め
ら
れ

た
ん
で
す
ね
。長
岡
さ
ん
は
ご
結
婚
し
て
か

ら
で
す
か
？

長
岡

　は
い
。好
き
に
な
っ
た
人
が
ち
ょ

う
ど
お
花
屋
を
継
ぐ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、私

も
自
然
と
お
店
を
手
伝
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

久
田
　お
花
屋
さ
ん
に
長
年
携
わ
っ
て
こ
ら

れ
た
の
で
す
ね
。

長
岡

　辛
い
こ
と
や
大
変
な
こ
と
が
多

か
っ
た
で
す
。寒
い
し
、重
い
し
、水
の
入

れ
か
え
は
こ
う
見
え
て
重
労
働
な
ん
で

す
。花
の
名
前
や
接
客
な
ど
、覚
え
る
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。で
も
、私

は
お
花
が
好
き
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

あ
っ
と
い
う
間
の
32
年
で
し
た
。

近
ご
ろ
は
、男
性
の
お
客
様
が
増
え
て
い

ま
す
。奥
様
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
恋
人
へ
の

サ
プ
ラ
イ
ズ
な
ど
、恥
ず
か
し
そ
う
に
お

花
を
選
ば
れ
る
の
で
、こ
ち
ら
ま
で
嬉
し

い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

久
田

　長
岡
さ
ん
が
笑
顔
で
接
客
し
て
く

だ
さ
る
の
で
、い
ろ
い
ろ
お
話
し
も
弾
ん
で

安
心
で
す
ね
。

長
岡

　長
男
夫
婦
が
後
を
継
い
で
、次
男

の
お
嫁
さ
ん
も
手
伝
っ
て
く
れ
る
よ
う
に

な
り
、仕
入
れ
商
品
や
見
せ
方
が
変
わ
っ

て
来
て
い
ま
す
。夫
と
私
で
は
思
い
も
し

な
い
ア
イ
デ
ア
が
お
店
に
あ
ふ
れ
て
き
ま

し
た 

。

多
肉
植
物
や
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
も
、若
い

人
し
か
興
味
が
な
い
と
思
っ
て
い
た
ら
、

年
齢
に
関
係
な
く
い
ろ
い
ろ
な
方
に
お
求

め
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

久
田
　長
岡
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
夢
が

あ
り
ま
す
か
？

長
岡

　お
客
様
に
自
分
で
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
を
し
て
い
た
だ
い
た
り
、お
子
さ
ん
に

簡
単
な
お
花
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
教
え
た

り
、一
緒
に
楽
し
ん
で
お
花
に
触
れ
て
も
ら

え
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

久
田
　今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な人を紹介 !

「花の長岡」さんについてクエスチョン♪

答えがわかったかな？
ハガキでのご応募の方はばりぐっど編集部
〒851-3305　長崎県西海市西彼町喰場郷１６８６－３まで、
SNSでご応募の方はFacebookのばりぐっどアカウントへ
①お名前②ご住所③クイズの答えを記載してメッセージください！
正解者1名に花の長岡さん提供の「観葉植物」をプレゼントいたします。

フェイスブックページ インスタグラムページ

ばりぐっど
URL
ご案内

ローカルメディア「ばりぐっど」

今回の『ばりぐっどな人』は、大瀬戸町にあるお花屋さん「花の長岡」
の、長岡真美子さんを紹介します。

なが  おか    ま     み     こ

なが おか  ま    み    こ

ライター
プロフィール

久田 昭子
ばりぐっどライターとして、市民
の方たちの生き生きとした笑顔
や情報を伝える一方で、長崎
県男女共同参画推進委員や手
話の勉強にも励んでいます。

問題１ ： お花屋さん「花の長岡」さんは西海市の何町にあるでしょうか？ 
問題２ ： リニューアルオープンして、今年の秋で何年目でしょうか？

ひさ だ     あき  こ

長岡真美子さん
プロフィール
1961年池島出身。福岡で保
育士をした後、縁あって大瀬
戸町にUターン。現在はご主
人とご家族と一緒に西海町に
在住。

花の長岡
〒857-2302
西海市大瀬戸町樫浦郷2278-69
TEL&FAX 0959ー22－2643
営業時間：8:30-19:00
定休日：日曜日（予約可）

自分でお花を

アレンジメントしたり

簡単なラッピングも

楽しめます！

樫浦公民館
●

大瀬戸郵便局
●

親和銀行●

みなとみらい
広場

長崎銀行● 十八銀行
● ●
西海市役所

長崎西彼農業協同組合●
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諌
崎
さ
ん
は
、体
の
痛
み
に
悩
む
患

者
さ
ん
が
自
分
を
信
用
し
て
来
て
く

れ
、良
く
な
っ
た
と
感
謝
さ
れ
る
こ
と

が
喜
び
だ
と
語
り
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
は
小
学
生
か
ら
90
代
の
方

ま
で
と
幅
広
く
、こ
れ
ま
で
に
印
象
的

だ
っ
た
の
は
、施
術
中
に
カ
ラ
オ
ケ
の

話
題
で
盛
り
上
が
り
、
施
術
の
間
、
肩

と
背
中
に
針
を
刺
し
た
ま
ま
歌
い
続
け

た
患
者
さ
ん
も
い
た
そ
う
で
す
。

　
仕
事
の
合
間
に
は
、卓
球
や
カ
ラ
オ

ケ
の
趣
味
を
楽
し
み
、ア
イ
マ
ス
ク
を

着
用
し
て
音
が
鳴
る
玉
を
使
用
し
て
行

う
卓
球「
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
」

で
は
、九
州
や
県
の
大
会
で
度
々
入
賞

し
、
5
、
6
年
前
に
は
妻
の
カ
ヅ
子
さ

ん
と
出
場
し
た
火
の
国
杯
九
州
大
会
ダ

ブ
ル
ス
戦
で
優
勝
を
し
ま
し
た
。
ま

た
、夫
婦
で
ツ
ア
ー
旅
行
に
参
加
し
て

休
暇
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。

　
視
覚
を
失
っ
て
も
、奥
さ
ん
が
仕
事

を
手
伝
っ
て
身
の
回
り
の
こ
と
を
し
て

く
れ
て
、と
て
も
あ
り
が
た
い
と
穏
や

か
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
西
彼
町
小
迎
郷

で「
諌い

さ

崎ざ
き

は
り
灸
院
」を
営
む

諌い
さ

崎ざ
き

澄す
み

英ひ
で

さ
ん
に
会
い
に
行

き
ま
し
た
。

　

諌
崎
さ
ん
は
、
約
40
年
前

の
27
歳
の
時
に
事
故
で
視
力

を
失
い
、
時
津
に
あ
る
長
崎

県
立
盲
学
校
で
リ
ハ
ビ
リ
を

し
な
が
ら
指
圧
の
資
格
を
取

得
、
そ
の
後
福
岡
の
国
立
専

門
学
校
で
針
灸
の
免
許
を
取

得
し
、
平
成
元
年
か
ら
こ
の

は
り
灸
院
を
開
設
し
ま
し
た
。

点
字
を
打
て
る
諌
崎
さ
ん
の

存
在
は
市
内
で
も
貴
重
で
、

依
頼
が
あ
れ
ば
小
学
校
等
へ

総
合
教
育
の
講
師
と
し
て
出

向
い
て
い
ま
す
。

▲つぼに針を刺して治療
　します

▲カラオケや卓球の入賞トロフィー
の前で笑顔を見せる諌崎さん

　諌崎さんを傍で支えるカヅ子さんが作った詩の中で
諌崎さんが一番好きで励みになっているという詩を
紹介します。
春　入学式　ランドセル背負いて立つ
　　孫の凛々しさかわいさ
　　我 目に涙する
　　夢をしょって大空高く舞い上がれ
　　この喜びをありがとう
夏　初めての夏休み
　　孫にひかれてラジオ体操
　　我 額に汗流す
　　いつまでもこの手のぬくもり忘れない
　　束の間の安らぎをありがとう
秋　運動会 土けむり蹴散らし走る　孫の逞しさ
　　我 思わず乗り出し声かける
　　未来に向かってひた走れ　これからも
　　老いた身に勇気をありがとう
冬　お正月　お年玉もらった
　　孫下げた頭思わず抱きしめる
　　我 生まれた時を思い出す
　　雪のよな純な気持ちを永遠に
　　この幸せをありがとう

▲これからの人生も夫婦で仲良く
歩みます

西
海
市
の
話
題
を
、
西
海
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の「
さ
い
か
い
ブ
ロ
グ
」で
も
紹
介
中
! 

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

諌崎さんは、広報8月号で紹介した音訳ボランティア
「やまびこ」の声の広報CDを愛聴しているそうです。
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「
話
そ
う
。大
切
な
人
と
。
〜
知
ら
せ
て
お
こ
う
自
分
の
こ
と
。知
っ
て
お
こ
う
家
族
の
こ
と
〜
」

〜
10
月
は
臓
器
移
植
普
及
推
進
月
間
で
す
〜

1
万
3
千
人
の
移
植
希
望
者
と
少
な
い

臓
器
移
植
の
現
状

　
全
国
に
は
重
度
の
病
気
と
な
り
移
植
で

し
か
根
治
し
な
い
と
診
断
さ
れ
た
方
の
う

ち
、
移
植
希
望
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
が

現
在
約
1
万
3
千
人
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
移
植
医
療
は
善
意
の
提
供
が

あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
つ
も
の
で
す
が
、
日

本
で
は
臓
器
の
提
供
者
が
少
な
い
の
で
、

実
際
に
移
植
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

は
年
間
1
〜
2
％
。
や
む
な
く
海
外
渡
航

や
生
体
移
植
に
踏
み
切
る
人
、
移
植
を
待

ち
な
が
ら
亡
く
な
る
人
が
多
い
の
が
現
状

で
す
。
そ
れ
だ
け
貴
重
な
命
の
贈
り
も
の

と
言
え
ま
す
。

「
あ
な
た
の
意
思
で
救
え
る
命
、
つ
な
が

る
命
が
あ
り
ま
す
。」

4
つ
の
権
利
と
意
思
表
示

　
臓
器
提
供
と
移
植
に
つ
い
て
は
、
誰
も

が
4
つ
の
権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
。

●「
臓
器
を
提
供
す
る
権
利
」

●「
臓
器
を
提
供
し
な
い
権
利
」

●「
移
植
を
受
け
る
権
利
」

●「
移
植
を
受
け
な
い
権
利
」

　
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
・
考
え
…
ど
れ
も
尊

重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
各
個
人

の
受
け
止
め
方
で
判
断
、
選
択
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー

ド
は
＂提
供
し
た
い
・
し
た
く
な
い＂
ど
ち

ら
も
表
示
で
き
ま
す
。
自
分
の
意
思
を
記

入
し
ま
し
ょ
う
。

臓
器
移
植
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
臓
器
移
植
法
が
改
正
さ
れ
、
平
成
22
年

1
月
17
日
か
ら
臓
器
を
提
供
す
る
意
思
表

示
に
併
せ
て
、
親
族
に
対
し
臓
器
を
優
先

的
に
提
供
す
る
意
思
を
書
面
に
表
示
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
22

年
7
月
17
日
か
ら
は
、
脳
死
下
か
ら
の
臓

器
提
供
に
お
い
て
も
、
ご
本
人
の
臓
器
提

供
の
意
思
が
不
明
な
場
合
も
、
ご
家
族
の

承
諾
が
あ
れ
ば
、
臓
器
提
供
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
15
歳

未
満
の
方
か
ら
の
脳
死
下
で
の
臓
器
提
供

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

話
そ
う
。大
切
な
人
と
。

〜
知
ら
せ
て
お
こ
う
自
分
の
こ
と
。

　
　
　
　
知
っ
て
お
こ
う
家
族
の
こ
と
〜

　
臓
器
の
提
供
に
は
、
脳
死
か
ら
提
供
す

る
場
合
と
、
心
臓
停
止
後
に
提
供
す
る
場

合
の
2
つ
が
あ
り
ま
す
。

　
ど
ち
ら
と
も
、
意
思
表
示
カ
ー
ド
な
ど

書
面
に
表
示
さ
れ
た
本
人
の
意
思
は
尊
重

さ
れ
ま
す
が
、
最
終
的
に
は
家
族
の
判
断

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
大
切
な
家
族
が
迷

わ
な
い
た
め
に
も
、
日
頃
か
ら
、
自
分
の

意
思
と
家
族
の
意
思
を
話
し
合
っ
た
り
、

自
分
の
気
持
ち
を
し
っ
か
り
と
伝
え
、
臓

器
提
供
に
つ
い
て
の
意
思
を
表
示
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

健
康
保
険
証
・
運
転
免
許
証
に
意
思
表

示
欄
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
改
正
臓
器
移
植
法
の
施
行
に
伴
い
、
順

次
、
被
保
険
者
証
の
裏
面
に
臓
器
提
供
に

関
す
る
意
思
表
示
欄
が
設
け
ら
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
被
保
険
者
証
を
受
け
取

ら
れ
た
方
は
、
ご
自
分
の
意
思
に
つ
い
て

ご
家
族
や
友
人
と
話
し
合
っ
て
、
自
分
の

気
持
ち
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
運
転
免
許
証
の
裏
面
に
臓
器
提

供
意
思
表
示
欄
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
ご

自
分
の
意
思
に
つ
い
て
ご
家
族
や
友
人
と

話
し
合
っ
て
意
思
表
示
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　
（
臓
器
提
供
を
強
要
す
る
も
の
で
は
な

く
、
記
入
は
あ
く
ま
で
も
任
意
と
な
り
ま

す
。）

新
し
い
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド

　
自
分
の
意
思
に
合
う
番
号
を
ひ
と
つ
だ

け
○
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。
提
供
し
た
く

な
い
臓
器
が
あ
れ
ば
、
そ
の
臓
器
に
×
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
本
人
の
署
名
お
よ
び
署
名
年
月
日
を
自

筆
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
公
益
財
団
法
人

　
長
崎
県
健
康
事
業
団　
健
康
企
画
課

　
☎
0
9
5
7

−

43

−

7
1
3
1

（表）

（裏）
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け
ん
と
ふ
く
し

く
ら
し
の
情
報

き
ょ
う
い
く
の
広
場

「
西
彼
保
健
所
医
療
相
談
会
」を

開
催
し
ま
す

　
指
定
難
病
の
血
液
系
疾
病
の
患
者
お
よ
び
そ
の
ご
家
族
等

の
療
養
上
の
不
安
の
解
消
を
図
る
た
め
、西
彼
保
健
所
医
療
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。内
容
は
、専
門
医
等
に
よ
る
医
療
面
や

生
活
の
相
談
な
ど
の
講
話・相
談
会
で
す
。料
金
は
無
料
で
す
。

場
所

　
西
彼
保
健
所　
大
会
議
室

　
（
長
崎
市
滑
石
1
丁
目
9
番
5
号
）

日
時

　
10
月
19
日（
土
）14
時
〜
16
時

内
容

　
専
門
医
に
よ
る
講
話
、個
別
相
談

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

　
西
彼
保
健
所　
地
域
保
健
課　
健
康
対
策
班

　
☎
0
9
5

−

8
5
6

−

5
0
5
9

慢
性
腎
臓
病（
C
K
D
）重
症
化
予
防

健
康
講
話

あ
な
た
の
腎
臓
、大
丈
夫
？

日
時　
10
月
31
日（
木
）　
19
時
〜

場
所　
大
島
離
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

講
師　
川
冨
内
科　
院
長　
浪な

み

江え　
智さ

と
る　
先
生

　
腎
臓
は
小
さ
い
な
が
ら
に
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
う
え
で

と
て
も
重
要
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、肥
満
や
高
血

圧
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
、
喫
煙
習
慣
等
が
あ
る
と
腎
機
能

の
低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
慢
性
腎
臓
病（
C
K
D
）は
腎
臓
の
働
き
が
徐
々
に
低
下
し

て
い
く
さ
ま
ざ
ま
な
腎
臓
病
の
総
称
を
言
い
ま
す
。成
人
の
約

8
人
に
1
人
が
慢
性
腎
臓
病（
C
K
D
）と
言
わ
れ
て
お
り
、

高
い
頻
度
で
発
症
し
て
い
ま
す
。腎
臓
の
病
気
に
な
ら
な
い
た

め
に
、自
分
の
腎
臓
の
状
態
を
知
り
、腎
臓
を
守
る
た
め
の
方

法
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
ほ
け
ん
課　
健
康
づ
く
り
班

　
☎︎
37

−

0
0
6
7

〜
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間
〜

10
月
は
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間
で
す

　
非
血
縁
者
間
の
骨
髄
移
植
お
よ
び
末
梢
血
幹
細
胞
移
植

は
、
白
血
病
や
重
症
の
再
生
不
良
性
貧
血
等
の
血
液
疾
患

に
対
す
る
有
効
な
治
療
法
の
ひ
と
つ
で
す
が
、
善
意
の
提

供
者（
ド
ナ
ー
）が
い
な
け
れ
ば
、成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

　
全
国
で
の
骨
髄
バ
ン
ク
の
ド
ナ
ー
登
録
者
は
50
万
人
を

超
え
ま
し
た
が
、
骨
髄
移
植
等
を
受
け
ら
れ
た
国
内
の
患

者
さ
ん
は
約
6
割
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
骨
髄
バ
ン
ク
の
ド
ナ
ー
登
録
に
は
、
18
歳
か
ら

54
歳
ま
で
と
い
う
年
齢
制
限
が
あ
り
、
現
在
の
ド
ナ
ー
登

録
者
の
多
く
は
、40
代
以
上
の
た
め
、毎
年
、多
く
の
方
が

年
齢
制
限
等
に
よ
り
登
録
が
取
り
消
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ド
ナ
ー
登
録
は
、約
2
m
L
の
採
血
で
済
み
ま
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
に
移
植
の
機
会
が
確
保
さ

れ
る
よ
う
、骨
髄
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

登
録
受
付
窓
口

●
献
血
ル
ー
ム 

は
ま
の
ま
ち

　
☎
0
9
5

−

8
2
4

−

3
3
3
2

　
受
付
曜
日
お
よ
び
時
間
帯

　
　
金
〜
水
10
時
〜
12
時
、13
時
〜
17
時
30
分

　
　
※
木
、12
月
31
日
〜
1
月
2
日
を
除
く

●
献
血
ル
ー
ム 

西
海

　
☎
0
9
5
6

−

25

−

2
4
4
0

　
受
付
曜
日
お
よ
び
時
間
帯

　
　
土
〜
木 

10
時
〜
12
時
、13
時
〜
17
時
30
分

　
　
※
12
月
31
日
〜
1
月
2
日
を
除
く

●
西
彼
保
健
所

　
☎ 

0
9
5

−

8
5
6

−

0
6
9
1

　
受
付
曜
日
お
よ
び
時
間
帯

　
　
月
〜
木 

9
時
〜
17
時

　
　
※
日
を
除
く（
要
予
約
）

当日は、ご自身の
健診結果を

ご持参ください！

無料！申込み不要！
ぜひご参加ください!!

指定難病の療養上の
不安がある方は
ご参加ください

11 広報さいかい  2019 年 10 月号  No.174



ほけんとふくし

ま
ち
の
話
題

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

く
ら
し
の
情
報

き
ょ
う
い
く
の
広
場

ま
ち
の
話
題

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

く
ら
し
の
情
報

き
ょ
う
い
く
の
広
場

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
症
定
期
予
防
接
種
費
用
助
成
の
お
知
ら
せ

ひ
と
り
親
家
庭
等
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の

更
新
は
、10
月
中
に
手
続
き
を

　

肺
炎
球
菌
感
染
症
予
防
接
種
を

希
望
さ
れ
る
方
に
接
種
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

　

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予

防
効
果
や
副
反
応
な
ど
に
つ
い
て
、

十
分
に
理
解
し
た
う
え
で
、
医
師

と
相
談
し
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
元
年
度
の
助
成
対
象
者

　

次
に
該
当
す
る
西
海
市
民
で
、

過
去
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
の
費
用
助
成
を
受
け
た
こ

と
が
な
い
人

65
歳
相
当
の
人（
昭
和
29
年
4
月
2

日
生
〜
昭
和
30
年
4
月
1
日
生
）

70
歳
相
当
の
人（
昭
和
24
年
4
月
2

日
生
〜
昭
和
25
年
4
月
1
日
生
）

75
歳
相
当
の
人（
昭
和
19
年
4
月
2

日
生
〜
昭
和
20
年
4
月
1
日
生
）

80
歳
相
当
の
人（
昭
和
14
年
4
月
2

日
生
〜
昭
和
15
年
4
月
1
日
生
）

85
歳
相
当
の
人（
昭
和
9
年
4
月
2

日
生
〜
昭
和
10
年
4
月
1
日
生
）

90
歳
相
当
の
人（
昭
和
4
年
4
月
2

日
生
〜
昭
和
5
年
4
月
1
日
生
）

95
歳
相
当
の
人（
大
正
13
年
4
月
2

日
生
〜
大
正
14
年
4
月
1
日
生
）

1
0
0
歳
以
上
の
人（
大
正
9
年

4
月
1
日
以
前
生
）

　
※
上
記
に
該
当
す
る
方
は
誕
生

日
到
達
前
で
も
接
種
可
能
で

す
。

　

※
上
記
に
該
当
す
る
方
に
対
し

て
個
別
に
案
内
文
書
を
今
年

5
月
に
送
付
し
て
お
り
ま
す
。

た
だ
し
過
去
に
個
人
で
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、

費
用
助
成
の
対
象
外
と
な
り

ま
す
。

　
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
あ
っ
て
、

心
臓
、腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機

能
障
害
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
障
害

で
、身
体
障
害
者
手
帳
1
級
に
該
当

す
る
人

助
成
回
数
お
よ
び
個
人
負
担
金

　
1
回　
2
、0
0
0
円

実
施
医
療
機
関

　

市
内
の
医
療
機
関
、
県
内
の
登

録
医
療
機
関

　

市
外
の
医
療
機
関
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、医
療
機
関
に
長
崎
県
広
域

予
防
接
種
事
業
加
入
医
療
機
関
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の

　
●
保
険
証

　

●
西
海
市
か
ら
届
い
た
案
内
文

書「
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染

症
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
ご
案

内
に
つ
い
て
」

　
●
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
は
、

身
体
障
害
者
手
帳

　
※
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
人
は
、

福
祉
事
務
所
長
発
行
の
証
明

書
を
提
出
す
る
と
個
人
負
担

金
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

実
施
期
間（
接
種
期
間
）

　
令
和
2
年
3
月
31
日
ま
で

注
意
事
項

　

西
海
市
か
ら
届
い
た
案
内
文
書

を
紛
失
さ
れ
た
方
は
、直
接
ま
た
は

実
施
医
療
機
関
を
通
じ
て
、健
康
ほ

け
ん
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
ほ
け
ん
課

　
☎
37

−

0
0
6
7

　
現
在
お
持
ち
の
ひ
と
り
親
家
庭

等
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の
有
効

期
限
は
、11
月
30
日
ま
で
で
す
。

　

受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
に

は
、
更
新
時
に
必
要
な
書
類
を
10

月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。
書
類
を

ご
確
認
の
う
え
受
付
期
限
ま
で
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
受
付
期
限
ま
で
に
更
新

申
請
を
さ
れ
ず
、
そ
の
後
に
申
請

さ
れ
た
場
合
は
、
更
新
申
請
日
か

ら
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対
象
者

●
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
ま
た

は
母

●
平
成
13
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
ひ
と
り
親
家
庭
の
子

受
給
条
件

●
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
ま
た
は
母

お
よ
び
同
居
し
て
い
る
扶
養
義

務
者
の
所
得
に
よ
り
受
給
資
格

を
審
査
し
ま
す
。

受
付
期
限

　
10
月
31
日（
木
）

提
出
場
所

　
こ
ど
も
課（
郵
送
可
）

　
本
庁
市
民
課

　
各
総
合
支
所

提
出
書
類
等

●
ひ
と
り
親
福
祉
医
療
費
受
給
資
格

更
新
申
請
書（
対
象
者
全
員
分
）

●
印
鑑

●
児
童
扶
養
手
当
証
書
の
写
し

（
お
持
ち
で
な
い
方
は
、ひ
と
り

親
家
庭
で
あ
る
こ
と
の
証
明
書
）

●
健
康
保
険
証（
対
象
者
全
員
分
）

●
所
得
証
明
書（
平
成
31
年
1
月

1
日
時
点
で
、
西
海
市
に
住
所

が
な
か
っ
た
方
の
み
。
児
童
扶

養
手
当
証
書
を
お
持
ち
の
方
は

不
要
。）

※
資
格
の
更
新
に
あ
た
っ
て
は

所
得
状
況
の
確
認
を
行
い
ま

す
。
税
の
申
告
等
が
お
済
み
で

な
い
方
は
、
申
告
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
こ
ど
も
課　
子
育
て
支
援
班

　
☎
37

−

0
0
2
9
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ほけんとふくし

ま
ち
の
話
題

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

く
ら
し
の
情
報

き
ょ
う
い
く
の
広
場

ま
ち
の
話
題

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

く
ら
し
の
情
報

き
ょ
う
い
く
の
広
場

予
防
接
種
が
効
果
的
　
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
日
本
で
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
毎
年
12

月
か
ら
2
月
頃
に
流
行
し
、1
月
か
ら
2
月

に
流
行
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す

れ
ば
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
と
き

に
症
状
が
重
く
な
っ
た
り
、イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
で
亡
く
な
っ
た
り
す
る
の
を
防
ぐ
の
に

一
定
の
効
果
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。た
だ

し
、接
種
す
れ
ば
絶
対
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
か
か
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。ワ
ク
チ
ン
を
接
種
さ
れ
て
も
、引
き

続
き
手
洗
い
や
う
が
い
な
ど
、感
染
予
防
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、ご
く
ま
れ
な
ケ
ー
ス
と
し
て
、強

い
副
反
応
を
引
き
起
こ
し
、重
い
後
遺
症
を

残
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
接
種
す
る
際
に

は
、そ
の
効
果
と
リ
ス
ク
を
ご
理
解
い
た
だ

い
た
上
で
、判
断
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　
ま
た
、ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
効
果
が
出

現
す
る
ま
で
に
2
週
間
程
度
を
要
す
る
こ

と
か
ら
、接
種
の
際
は
流
行
前
に
早
め
の
接

種
を
お
願
い
し
ま
す
。

接
種
費
用
の
助
成
制
度

　
西
海
市
に
住
所
を
有
す
る
次
の
対
象
の

人
に
対
し
て
、10
月
1
日
か
ら
接
種
費
用
の

一
部
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

助
成
対
象
者

　

①
接
種
日
に
65
歳
以
上
の
方

　

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
あ
っ
て
、
心

臓
、
腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能

障
害
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
障
害
で
、
障

害
者
手
帳
1
級
の
方

　
③
生
後
6
ヶ
月
か
ら
中
学
3
年
生

助
成
回
数
お
よ
び
個
人
負
担
金

65
歳
以
上
の
方

　
標
準
的
な
接
種
回
数	

1
回

　
助
成
回
数	

1
回

　
自
己
負
担
額	

2
、0
0
0
円

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
心
臓
機
能
障
害
等

を
お
持
ち
の
方

　
標
準
的
な
接
種
回
数	

1
回

　
助
成
回
数	

1
回

　
自
己
負
担
額	

2
、0
0
0
円

13
歳
以
上
の
中
学
生

　
標
準
的
な
接
種
回
数	

1
回

　
助
成
回
数	

1
回

　
自
己
負
担
額	

1
、8
5
0
円

小
学
生
〜
13
歳
未
満
の
中
学
生

　
標
準
的
な
接
種
回
数	

2
回

　
助
成
回
数	

1
回

　
自
己
負
担
額	

1
、8
5
0
円

　
接
種
間
隔	

2
〜
4
週
間

生
後
6
ヶ
月
〜
就
学
前
の
乳
幼
児

　
標
準
的
な
接
種
回
数	

2
回

　
助
成
回
数	

2
回

　
自
己
負
担
額	

1
、2
0
0
円

　
接
種
間
隔	

2
〜
4
週
間

●
上
記
の
助
成
対
象
者
の
う
ち
、生
活
保
護

受
給
世
帯
の
方
は
、福
祉
事
務
所
長
が
発

行
す
る
証
明
書
を
提
出
す
る
と
無
料
で

接
種
で
き
ま
す
。

●
西
海
市
民
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た

め
、医
療
機
関
に
必
ず
保
険
証
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
中
学
生
以
下
の
方
は

母
子
健
康
手
帳
も
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

実
施
医
療
機
関

　
市
内
医
療
機
関
お
よ
び
県
内
の
登
録
医

療
機
関

　
市
外
の
医
療
機
関
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

医
療
機
関
に
長
崎
県
広
域
予
防
接
種
事
業

加
入
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

実
施
期
間（
接
種
期
間
）

　
10
月
1
日
か
ら

　
　
　
　
　
　

  

令
和
2
年
2
月
29
日
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

●
中
学
生
以
下
の
方

　
こ
ど
も
課　
こ
ど
も
健
康
班

　
☎
37

−

0
0
2
9

●
60
歳
以
上
の
方

　
健
康
ほ
け
ん
課　
健
康
づ
く
り
班

　
☎
37

−

0
0
6
7

7
か
月
・
10
か
月
健
診

〜
医
療
機
関
に
予
約
し
て

　
　
　
　 
　  

受
け
ま
し
ょ
う
〜

　
西
海
市
で
は
、
お
子
さ
ま
の
健
や
か
な
成

長
を
支
援
す
る
た
め
、
1
歳
ま
で
の
乳
児
期

に
3
回（
4
か
月
・
7
か
月
・
10
か
月
）健

診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
4
か
月
健

診
は
集
団
健
診
で
、
7
・
10
か
月
健
診
は
医

療
機
関（
※
）で
受
け
て
い
た
だ
く
個
別
健

診
で
す
。
乳
児
期
後
期
は
、
寝
返
り
や
お
座

り
、
ハ
イ
ハ
イ
や
つ
か
ま
り
立
ち
な
ど
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
心
の
発
達
面
で
も
人
見

知
り
や
後
追
い
な
ど
が
現
れ
て
く
る
時
期
で

す
。
お
子
さ
ま
が
順
調
に
成
長
し
て
い
る

か
、是
非
、健
診
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
※
予
約
の
際
、
健
診
票
を
利
用
し
て
受
診

で
き
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
こ
ど
も
課　
こ
ど
も
健
康
班

　
☎
37

−

0
0
2
9
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ほけんとふくし

ま
ち
の
話
題

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

く
ら
し
の
情
報

き
ょ
う
い
く
の
広
場

ま
ち
の
話
題

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

く
ら
し
の
情
報

き
ょ
う
い
く
の
広
場

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

人
工
透
析
で
市
外
の
医
療
機
関
に
通
院
さ
れ
て
い
る

方
へ
お
知
ら
せ

　
「
西
海
市
第
7
期
介
護
保
険
事
業

計
画
お
よ
び
老
人
福
祉
計
画（
平
成

30
〜
令
和
2
年
度
）」
に
基
づ
き
、

サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備
を
行
う
た

め
、地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

（
法
人
）の
募
集
を
行
い
ま
す
。

募
集
す
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護（
介

護
予
防
を
含
む
）

整
備
地
区　
西
彼
圏
域

定
員　
18
人

選
定
方
法

・
事
業
者
の
選
定
は
、
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
運
営
協
議
会
に
意
見

を
求
め
、市
長
が
決
定
し
ま
す
。

・
審
査
の
結
果
、「
事
業
予
定
者
な

し
」と
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
応
募
が
な
い
場
合
お
よ
び
事
業
予

定
者
が
決
定
し
な
か
っ
た
場
合

は
、再
度
募
集
を
行
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

募
集
手
続

①
申
し
込
み
方
法

・
応
募
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

・
事
前
相
談
終
了
後
、
応
募
申
込
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
応
募
に
か
か
る
費
用
は
、
す
べ
て

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

②
提
出
書
類

　
※
西
海
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に

掲
載
中

　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
日
時

等
詳
細
に
つ
い
て
は
、応
募
事
業
者

に
事
前
に
通
知
し
ま
す
。

③
提
出
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
8
5
7

−

2
3
9
2

　
大
瀬
戸
町
瀬
戸
樫
浦
郷

　
2
2
2
2
番
地

　
西
海
市
役
所

　
長
寿
介
護
課　
長
寿
政
策
班

　
☎
37

−

0
0
2
4

募
集
日
程
等

●
質
問
受
付
期
間

　

8
月
19
日（
月
）
〜
10
月
4
日

（
金
）ま
で

●
質
問
回
答
時
期
お
よ
び
方
法

　
回
答
時
期	
受
付
後
1
週
間
以

内
に
回
答
し
ま
す
。

　
回
答
方
法	

西
海
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
回
答
書

を
公
開
し
ま
す
。

●
事
前
相
談
期
間　

応
募
す
る
方

の
事
前
相
談
は

　
8
月
19
日（
月
）
〜

　
　
　
　
　

 

10
月
11
日（
金
）ま
で

●
応
募
書
類
の
提
出
期
間

　
10
月
15
日（
火
）
〜

　
　
　
　
　
10
月
31
日（
木
）ま
で

※
受
付
時
間

：

質
問
、
事
前
相
談
、

応
募
書
類
の
受
付
と
も
に
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
ま

で
。（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

そ
の
他

　

西
海
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
で
応

募
方
法
の
確
認
や
提
出
書
類
の
様

式
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
人
工
透
析
を
受
け
る
た
め
に
市

外
の
医
療
機
関
に
通
院
さ
れ
て
い

る
方
を
対
象
に
、
通
院
交
通
費
の

一
部
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

　
人
工
透
析
を
受
け
る
た
め
に
市

外
の
医
療
機
関
に
通
院
さ
れ
て
い

る
方

　

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
さ
れ
る
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

・
市
税（
国
保
税
含
）を
滞
納
さ
れ

て
い
る
世
帯
に
属
す
る
方

・
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
、入

院
さ
れ
て
い
る
方

・
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
タ

ク
シ
ー
料
金
の
助
成
を
受
け
て

い
る
方

・
交
通
費
助
成
利
用
券（
給
油
券

等
）の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

助
成
金
額

　
自
宅
か
ら
人
工
透
析
を
受
け
て

い
る
市
外
の
医
療
機
関
ま
で
の
往

復
距
離
×
37
円
×
通
院
日
数（
月

上
限
4
回
）

※
た
だ
し
、助
成
金
の
額
は
、月
額

上
限
2
、5
0
0
円
と
し
ま
す
。

助
成
方
法

　
申
請
者
の
口
座
に
振
込

申
請
に
必
要
な
書
類

・
身
体
障
害
者
手
帳

・
印
鑑

・
通
帳

・
人
工
透
析
を
受
け
る
た
め
に
通

院
し
た
事
が
わ
か
る
書
類（
領
収

書
等
）

※
本
人
ま
た
は
同
じ
世
帯
の
方
以

外
が
代
理
で
申
請
さ
れ
る
場
合

は
、
委
任
状
お
よ
び
代
理
人
の

本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
が
必

要
で
す
。

※
申
請
書
は
受
診
年
月
ご
と
に

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

1
回
の
申
請
で
毎
月
自
動
的

に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課
総
務
福
祉
班

　
☎
37

−

0
0
6
9

家
族
介
護
支
援
事
業

介
護
用
品
購
入
の
助
成

を
し
ま
す

　

日
常
的
に
お
む
つ
が
必
要
な
要
介

護
4
以
上
と
判
定
さ
れ
た
在
宅
の
高

齢
者
に
対
し
て
、介
護
用
品
の
購
入
費

を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、要
介
護
者

お
よ
び
家
族
の
介
護
の
負
担
を
軽
減

す
る
も
の
で
す
。

対
象
者

　
当
年
度
市
民
税
非
課
税
世
帯（
4
月

ま
た
は
5
月
の
利
用
に
あ
っ
て
は
、前

年
度
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
）に
属
す

る
も
の
を
現
に
介
護
し
て
い
る
家
族

ま
た
は
本
人
。

　
た
だ
し
、当
該
支
給
月
の
半
数
以
上
、

住
所
地
居
住
の
場
合
に
限
り
ま
す
。

助
成
の
内
容

　
次
の
介
護
用
品
の
購
入
の
う
ち
、1

か
月
あ
た
り
6
、2
5
0
円
ま
で
を
助

成
し
ま
す
。

介
護
用
品
の
種
類

　

紙
お
む
つ
・
紙
パ
ン
ツ
・
尿
取
り

パ
ッ
ト
・
使
い
捨
て
手
袋
・
清
拭
剤
・

ド
ラ
イ
シ
ャ
ン
プ
ー
・
お
尻
ふ
き
・

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
用
消
臭
剤

申
請
方
法

　

家
族
介
護
支
援
事
業
利
用
申
請
書

を
長
寿
介
護
課
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
長
寿
介
護
課　
地
域
支
援
班

　
☎
37

−

0
2
4
5
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ほけんとふくし

ま
ち
の
話
題

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

く
ら
し
の
情
報

き
ょ
う
い
く
の
広
場

ま
ち
の
話
題

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

く
ら
し
の
情
報

き
ょ
う
い
く
の
広
場

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
親
と
離
れ
て
暮
ら
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
子
ど
も
を
家
族
の
一
員

と
し
て
迎
え
入
れ
、
深
い
愛
情
と
理
解
を

も
っ
て
育
て
て
く
だ
さ
る
方
を『
里
親
』と

言
い
ま
す
。

　
現
在
、
社
会
的
な
養
護
を
必
要
と
す
る
子

ど
も
は
県
内
に
4
5
0
人
以
上
い
ま
す
が
、

里
親
家
庭
で
暮
ら
し
て
い
る
の
は
60
名
程
度

で
、
ま
だ
県
内
の
里
親
は
少
な
い
状
況
で

す
。
長
崎
県
で
は
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
家

庭
的
な
環
境
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、
里
親
制
度

の
周
知
を
図
り
、
新
し
い
里
親
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

里
親
に
な
る
に
は

　
特
別
な
資
格
な
ど
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

心
身
と
も
に
健
康
で
子
ど
も
の
養
育
に
理
解

と
熱
意
、
愛
情
が
あ
る
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た

で
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

※
研
修
の
受
講
等
の
要
件
を
満
た
す
事
が
必

要
で
す
。

里
親
の
種
類

里
親
に
は
4
種
類
あ
り
ま
す
。

●
養
育
里
親
…
子
ど
も
が
自
立
す
る
ま
で
、

ま
た
は
家
庭
復
帰
す
る
ま
で
養
育

●
専
門
里
親
…
非
行
や
障
害
な
ど
専
門
的
な

援
助
を
要
す
る
子
ど
も
を
養
育

●
養
子
縁
組
里
親
…
養
子
縁
組
の
成
立
を
前

提
と
し
て
養
育

●
親
族
里
親
…
実
親
が
死
亡
や
行
方
不
明
な

ど
の
場
合
に
祖
父
母
等
の
親
族
が
養
育

里
親
の
支
援
に
つ
い
て

①
各
里
親
に
は
、
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る

相
談
員
が
担
当
に
つ
き
、
訪
問
や
電
話
に

よ
る
相
談
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

②
生
活
費
や
教
育
費
な
ど
子
ど
も
に
必
要
な

養
育
費
は
公
費
で
支
払
わ
れ
ま
す
。

（
例
）養
育
里
親
と
し
て
中
学
生
1
名
を
委
託

さ
れ
た
場
合

里
親
手
当

：

月
8 
6
、0
0
0
円

生
活
費

：

月
5 
0
、8
0
0
円

教
育
費

：

月
4
、3
0
0
円

そ
の
他

：

部
活
動
費
、
学
習
塾
費
、
給
食

費
、医
療
費
等
は
実
費
分
支
給

【
平
成
30
年
度
時
点
】

　
※
里
親
手
当
と
は
、
里
親
に
対
す
る
報
酬

で
は
な
く
、
児
童
等
に
直
接
必
要
な
諸

経
費
の
為
に
支
給
さ
れ
る
も
の

③
定
期
的
に
開
催
さ
れ
る
養
育
技
術
に
関
す

る
研
修
に
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

④
里
親
同
士
の
つ
な
が
り
を
図
る
た
め
に
県

内
の
里
親
で
構
成
さ
れ
た
長
崎
県
里
親
会

主
催
の
里
親
・
里
子
交
流
会
や
サ
ロ
ン
に

参
加
で
き
ま
す
。

※
県
で
は
①
〜
④
以
外
に
も
充
実
し
た
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

里
親
出
前
講
座
の
お
知
ら
せ

日
時　
11
月
22
日（
金
）14
時
〜
15
時

場
所　
西
彼
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
2
階
講
堂

　
制
度
の
概
要
や
里
親
体
験
談
を
聞
く
事
が

で
き
ま
す
。（
参
加
費
無
料
・
申
込
不
要
）

　
他
市
町
で
も
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
日

時
と
場
所
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
長
崎
県
里
親
育
成
セ
ン
タ
ー「
す
く
す
く
」

　
☎
0
9
5
7

−

53

−

7
3
4
3

　

  

長
崎
県　
里
親
制
度   　
検
索

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か  

〜
10
月
は
里
親
月
間
で
す
〜

長
崎
県
立
ろ
う
学
校

佐
世
保
分
教
室

学
校
公
開
の
お
知
ら
せ

　
本
校
で
の
教
育
活
動
や
施
設
を
公

開
し
、公
開
授
業
や
教
育
支
援
講
座
、

教
育
相
談
を
行
い
ま
す
。
聴
覚
障
害

教
育
に
つ
い
て
興
味
が
あ
る
方
や
お

子
様
の
聞
こ
え
の
こ
と
で
悩
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
で
、
参
加
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
次
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

日
時　
11
月
13
日（
水
）

　
　
　
13
時
〜
16
時
30
分

場
所　
長
崎
県
立
ろ
う
学
校

　
　
　
佐
世
保
分
教
室

　
　
　
（
佐
世
保
市
小
舟
町
60
番
地
）

内
容　
公
開
授
業

　
　
　
教
育
支
援
講
座

　
　
　
「
聴
覚
障
害
児
教
育
に
つ
い
て
」

　
　
　
教
育
相
談（
希
望
者
の
み
）

申
込
み
期
限　
10
月
30
日（
水
）

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

　
長
崎
県
立
ろ
う
学
校

　
佐
世
保
分
教
室

　
（
部
主
事　

 

大
石　
明
弘
）

　
☎
0
9
5
6

−

46

−

0
8
8
1

　
Ⓕ
0
9
5
6

−

46

−

2
4
8
8
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　12月8日（日）、七ツ釜鍾乳洞公園前広場をメイン会場に、第15回西海市七釜鍾乳洞ロード
レース大会を開催します。
　今大会には、過去2回、オリンピック男子マラソン競技に出場した「谷口浩美」選手を招待し
ております。多数の参加をお待ちしています。
　申込み期限は、10月25日（金）（※インターネットでは28日）までの受付けとなっています。
参加希望の方は、郵便振込かインターネットでお申し込みください。
　大会当日は9時30分開会式、10時10分レース開始となっていますが、会場周辺の駐車可
能台数が十分ではありません。太田和バス停裏にある大島造船所駐車場に駐車していただき、
駐車場から出るシャトルバスを利用して会場にお越しください。
　また、物販ブースを拡充しておりますので、会場での応援もお待ちしております。
※レース中は会場駐車場からの車の出し入れは出来ませんので、ご注意ください。途中で駐車

場から出庫される方は、太田和にある大島造船所駐車場に駐車していただきますようお願い
します。

問い合わせ先　西海市七釜鍾乳洞ロードレース大会事務局
　　　　　　　教育委員会社会教育課　☎37−0079

第15回西海市七釜鍾乳洞
ロードレース大会

元オリンピック選手谷
た に

口
ぐ ち

浩
ひ ろ

美
み

さんがやってくる！

今年も走ろう！　参加者募集中 10／25（金）まで！
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“木場”にこんば！
「さいかいハロウィン」開催

こ ば

開催のようす

　西海市ならではの特色を活かしたハロウィンイベント「さいかい
ハロウィン」が今年も開催されます。ハロウィンかぼちゃや野菜、
加工品、ハンドメイド雑貨などの販売、ワークショップが行われます。
また、ハロウィンの仮装をして来場したお子様には、プレゼントを準
備しています。会場の対象店舗と木場地区の協賛店舗で、「トリック
オアトリート（おやつをくれないとイタズラするぞ）」と声をかけてみ
てください。イベントの最新情報はフェイスブック「KOBAにこんば
プロジェクト」で発信していますので、ぜひご覧ください。
　　　10月27日（日）
　　　西海町木場郷496－1
　　　道の駅さいかいみかんドームおよび周辺の協賛店舗
　　　NPO法人西海市観光協会
　　　KOBAにこんばプロジェクト
　　　　　　道の駅さいかい みかんドーム　☎37－4933問い合わせ先

日程

主催
共催

場所

長崎県水産業就業支援
フェアの開催について
　水産業への就業を考えている方を対象
に、県内の沿岸漁業や水産業関連企業な
どを集めた合同面談会を開催します。

日　時　10月12日（土）
　　　　13時30分～ 16時30分
場　所　県庁1階（長崎市尾上町）
参加費　無料
※詳細は長崎県ウェブサイトをご確認ください。

問い合わせ先　長崎県水産部水産経営課
　　　　　　　☎095−895−2832

婚活プロジェクト始動！
　独身の方々向けに、セミナーやイベントを企
画しています。ぜひ、ご参加ください。
第１弾　10月13日（日）森田屋
　　　　（アロマスプレー作りワークショップ）
第２弾　11月10日（日）伊佐ノ浦公園（BBQ）

　婚活イベント・セミナーは全５回開催予定
です。まずは、イベント情報をチェック！！
　３回以上のイベントにご参加された方には、
抽選でステキなプレゼントを進呈いたします！

申 込 方 法　「ながさきめぐりあい」
　　　　　　　ホームページをご覧ください。
　　　　　　　http://meguriai-nagasaki.jp/
問い合わせ先　長崎県婚活サポートセンター
　　　　　　　担当　江

え

島
じま

　　　　　　　☎095−893−8860

19 広報さいかい  2019 年 10 月号  No.174

ま
ち
の
話
題

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

き
ょ
う
い
く
の
広
場

く
ら
し
の
情
報

ま
ち
の
話
題

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

き
ょ
う
い
く
の
広
場

く
ら
し
の
情
報

くらしの情報



はかり所在場所検査
　10月1日（火）～ 11月1日（金）　※土曜・日曜・祝日を除く
　10：00～ 12：00、13：00～ 17：00
　※はかり所在場所（事業所内等）で検査を希望する場合は、長崎県計量検定所へ相談をお願いします。

検査対象となる事業場
❶農畜産（肉乳品・精米等） ❺精　肉 ❾嗜好品（お茶・コーヒー等） ●13運送業
❷水　産 ❻鮮　魚 ●10みやげ品等 ●14雑貨（金物・燃料等）
❸調　味 ❼青　果 ●11病院・薬局・保健所 ●15学校・幼稚園・保育園
❹米　柄 ❽ストアー・百貨店 ●12共同組合（農協・漁協等） ●16その他

※はかり売りをしている事業所、健康診断や体重測定を実施している施設が対象となります。

検査を受けなくてもよい計量器
　❶家庭で使用されているはかり　❷民間計量士で検査を受けたはかり
　前回（平成29年度）検査を受けた事業所へは、長崎県計量検定所から計量器検査の案内はがきが届
きますので、ご確認をよろしくお願いします。

はかりの検査に関する問い合わせ
　市民課……………………	☎37－0164
　長崎県計量検定所………	☎095－844－9892
　（一社）長崎県計量協会…	☎095－841－9491　※指定定期検査機関

特定計量器定期検査実施のお知らせ
特定計量器（はかり）の検査を次の日程で行います。
対象となる事業所は検査を受けましょう。

検査日 検査時間 検査場所
10月  8日（火）13：15～14：00 松島地区公民館

10月  9日（水）
11：00～12：00 西彼農村環境改善

センター13：00～15：00

10月23日（水）
11：00～12：00

西海総合支所
13：00～15：00

10月24日（木）
11：00～12：00 大瀬戸コミュニティ

センター13：00～15：00

検査日 検査時間 検査場所
10月30日（水）13：00～16：00 大島総合支所

10月31日（木）
  9：30～10：00 崎戸本郷公民館
11：00～12：00 崎戸中央公民館

11月  1日（金）
10：30～11：30 平島出張所
13：30～15：00 江島出張所

長崎県麻薬・覚醒剤乱用防止運動について
　麻薬、覚醒剤、大麻、シンナー、危険ドラッグ等の薬物乱用は、乱用者個人の健康上の問題にと
どまらず、各種犯罪の誘因等、公共の福祉に計り知れない危害をもたらすものです。長崎県では、
啓発運動を行い、麻薬・覚醒剤等の薬物乱用による危害を広く県民に周知し、県民一人一人の認
識を高めます。

運動期間　10月1日～ 11月30日
問い合わせ先　長崎県　薬務行政室　☎095−895−2469
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事
業
主
の
方
へ

　
従
業
員
の
退
職
金
の
準
備
に
国
の
制

度
を
活
用
し
ま
せ
ん
か
？

制
度
の
メ
リ
ッ
ト

▼
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成

　
（
一
部
対
象
外
あ
り
）

▼
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
、手
数
料
不
要

▼�

家
族
従
業
員
や
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
も

加
入
可

▼�

他
の
退
職
金
・
企
業
年
金
制
度
等
と

の
資
産
移
換
可

問
い
合
わ
せ
先

　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
☎
03

−

6
9
0
7

−

1
2
3
4

　
Ⓕ
03

−

5
9
5
5

−

8
2
1
1

　

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、
中
小

企
業
退
職
金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現

場
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を

営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て

設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、事
業
主
の
方
々
が
、労

働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と

な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、

そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と

を
や
め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金

を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体

で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

事
業
主
の
皆
様
へ
の
お
願
い

①�

共
済
証
紙
は
、労
働
者
の
就
労
日
数
に

応
じ
て
適
正
に
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

②�「
建
設
業
退
職
金
共
済
手
帳
」を
所
持

し
て
い
る
労
働
者
が
、
建
設
業
界
を

引
退
す
る
と
き
は
、
忘
れ
ず
に
退
職

金
を
請
求
す
る
よ
う
指
導
し
て
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
建
退
共
支
部
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
業
退
職
金
共
済
長
崎
支
部

　
☎
0
9
5

−

8
2
6

−

2
2
8
5

　

県
の
労
働
委
員
会
で
は
、
働
く
方
と

会
社
の
間
の
紛
争
解
決
の
た
め
に
あ
っ

せ
ん
を
行
っ
て
お
り
、
周
知
・
広
報
の

た
め
10
月
を『「
個
別
労
働
紛
争
処
理
制

度
」周
知
月
間
』と
定
め
、
そ
の
一
環
と

し
て
、
県
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し「
休
日
労
働
相
談
」を
実
施
し
ま

す
。当
日
は
労
働
相
談
の
ほ
か
、あ
っ
せ

ん
制
度
の
説
明
も
行
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
27
日（
日
）

　
　
　
9
時
30
分
～
16
時
30
分（
受
付
時
間
）

面
談
に
よ
る
労
働
相
談

長
崎
会
場

　
長
崎
市
尾
上
町
3

−

1

　
長
崎
県
庁
行
政
棟
3
階　
3
0
8
会
議
室

佐
世
保
会
場

　
佐
世
保
市
天
満
町
1

−

27

　
長
崎
県
県
北
振
興
局

　
天
満
庁
舎
3
階 

会
議
室

電
話
に
よ
る
労
働
相
談

　
☎
0
1
2
0

−

7
8
3

−

2
5
8

　
☎
0
1
2
0

−

7
8
3

−

3
6
9

相
談
費
用　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

　
長
崎
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
0
9
5

−

8
2
2

−

2
3
9
8

　
各
事
業
所
等
で
源
泉
徴
収
事
務
を
担

当
さ
れ
て
い
る
方
の
出
席
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

源
泉
徴
収
義
務
者
の
方
々
に
は
、
事

前
に
案
内
状
と
年
末
調
整
関
係
書
類
を

送
付
し
ま
す
。

　

説
明
会
当
日
は
、
必
ず
同
封
の
案
内

状
と
年
末
調
整
関
係
書
類
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

日
時　
11
月
21
日（
木
）

　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

会
場　
西
彼
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

※�

車
で
お
越
し
の
方
は「
長
崎
オ
ラ
ン

ダ
村
」の
駐
車
場（
西
彼
中
央
グ
ラ
ウ

ン
ド
横
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
長
崎
税
務
署
法
人
課
税
第
5
部
門

　
（
源
泉
所
得
税
担
当
）

　
☎
0
9
5

−

8
2
2

−

4
2
3
1

　

自
動
音
声
で
ご
案
内
し
ま
す
。「
2
」

を
プ
ッ
シ
ュ
ま
た
は
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く

だ
さ
い
。

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

に
つ
い
て

お
気
軽
に
ご
相
談
を

「
休
日
労
働
相
談
」を

開
設
し
ま
す

令
和
元
年
分
給
与
所
得
の

年
末
調
整
説
明
会
を
開
催

し
ま
す

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
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　年金生活者支援給付金は、公的年金等の収入や所得額が一定基準額以下の、年金受給者の生活
を支援するために、年金に上乗せして支給されるものです。
　受け取りには 請求書の提出が必要 です。ご案内や事務手続きは、日本年金機構（年金事務所）
が実施します。初回の支払い（10月・11月分）は12月中旬となります。

対象となる方
　■老齢基礎年金を受給している方
　　以下の要件をすべて満たしている必要があります
　　　◦65歳以上である
　　　◦世帯員全員が市町村民税が非課税となっている	
　　　◦年金収入額とその他所得額の合計が約88万円以下である
　■障害基礎年金・遺族基礎年金を受給している方
　　以下の要件を満たしている必要があります
　　　◦前年の所得額が約462万円以下である

請求手続き
　①平成31年4月1日以前から年金を受給している方

対象となる方には、日本年金機構から請求手続きの案内が 9月上旬から順次届きます。
同封のはがき（年金生活者支援給付金請求書）を記入し提出してください。

　②平成31年4月2日以降に年金を受給しはじめた方
年金の請求手続きと併せて年金事務所または市役所市民課および各総合支所で請求手続きを
してださい。

※請求手続きはお早めにお願いします。

日本年金機構や厚生労働省を装った
不審な電話や案内にご注意ください。
　日本年金機構や厚生労働省から、口座番号をお聞きしたり、手数料などの金銭を求めることは
ありません。
　年金生活者支援給付金のご請求でお困りになったときには、お電話ください。
　『給付金専用ダイヤル』：☎0570－05－4092（ナビダイヤル）

年金生活者支援給付金制度が
令和元年10月1日からはじまりました

22広報さいかい  2019 年 10 月号  No.174

ま
ち
の
話
題

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

き
ょ
う
い
く
の
広
場

く
ら
し
の
情
報

ま
ち
の
話
題

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

き
ょ
う
い
く
の
広
場

く
ら
し
の
情
報

くらしの情報



国民年金保険料の免除制度・納付猶予制度
　収入の減少や失業等により国民年金保険料を納めることが経済的に難しいときの手続きをご案
内します。
　国民年金第1号の被保険者は、毎月の保険料を納めていただく必要があります。しかしながら、
所得が少ないなど、保険料を納めることが難しい場合もあります。そのような場合は、未納のま
まにしないで、「国民年金保険料免除・納付猶予制度」の手続きを行ってください。
　保険料の免除や納付猶予が承認された期間は、年金の受給資格期間に算入されます。ただし、年
金額を計算するときは、免除期間は保険料を納めた時に比べて2分の1（平成21年3月までの免
除期間は3分の1）になります。また、納付猶予になった期間は年金額には反映しません。受給す
る年金額を増やすには、保険料免除や納付猶予になった保険料を後から納める（追納する）必要が
あります。詳しくは、年金事務所および市民課（各総合支所）へお尋ねください。
　その他、国民年金に関する問い合わせは下記までご連絡ください。
　長崎北年金事務所国民年金課………	☎095－861－1354
　市民課…………………………………	☎37－0164

国民年金基金のお知らせ
　国民年金基金は、自営業の方やフリーランスの方などが国民年金とセットで加入して、老後に
より充実した年金を受け取れる公的な年金です。

加入できるのは
　①国民年金の第1号被保険者（※保険料免除の方など一部を除きます）
　②国民年金の任意加入者（60歳～ 65歳未満の方や海外に在住の方）

メリットや特徴は
　①�掛金全額が「社会保険料控除」の対象で税金が軽減されます。また、掛金は、加入時の年齢で

決まり、一時お休みや増減もできます。
　②万一の時は、ご遺族に一時金が支払われます（B型を除く）
　③受取る年金は終身が基本で、その額は変動しません。

問い合わせ先は　全国国民年金基金−長崎支部　☎0120−65−4192（ローゴ・ヨイクニ）

長
崎
い
の
ち
の
電
話

開
局
25
周
年
記
念

公
開
講
演
会
の
ご
案
内

　
長
崎
い
の
ち
の
電
話
で
は
、自
殺

防
止
啓
発
事
業
と
し
て
公
開
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。
多
数
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
4
日（
月・振
替
休
日
）

　
　
　
13
時
～
16
時

場
所　
長
崎
市
チ
ト
セ
ピ
ア
ホ
ー
ル

　
　
　
（
長
崎
市
千
歳
町
5

−

1
）

演
題中

高
年
の
ひ
き
こ
も
り

「
8
0
5
0
問
題
の
実
態
と
背
景
」

～
平
成
の
時
代
が
積
み
残
し
た

課
題
に
向
き
合
う
～

講
師　
川か

わ

北き
た　
稔み

の
る

先
生

　
　
　
（
愛
知
教
育
大
学
大
学
院
）

問
い
合
わ
せ
先

　
長
崎
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

　
☎
0
9
5

−8
4
3

−4
4
1
0
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大島港

申
込
期
間　
10
月
7
日
か
ら
10
月
25
日
ま
で

申
込
資
格　
◦
市
内
に
住
所
を
有
す
る
者

　
　
　
　
　
◦
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
者

　
　
　
　
　
◦
暴
力
団
員
で
な
い
者

　
　
　
　
　
※
そ
の
他
、要
件
有
り

場
　
　
所　
大
島
町
1
8
1
3
番
地
44

　
　
　
　
　
肥
前
大
島
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
内

募
集
区
画　
1
区
画　
32
・
5
㎡

施
設
使
用
料

　
月
額 

1
㎡
に
つ
き  

9
1
0
円

施
設
使
用
料
以
外
に
、電
気
・
ガ
ス
・
水
道
・
下

水
道
使
用
料
等
の
費
用
を
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
方
法
等

　
建
設
課
お
よ
び
各
総
合
支
所
に
備
え
付
け
の
申

請
書
に
記
入
の
う
え
、必
要
書
類
を
添
付
し
、建
設

課
ま
た
は
各
総
合
支
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

複
数
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
、抽
選
等
に

よ
り
決
定
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
土
木
管
理
班　
☎
37

−

0
0
2
0

新
西
海
市
肥
前
大
島
港
タ
ー
ミ
ナ
ル

（
売
店
食
堂
等
区
画
）の
利
用
者

を
募
集
し
ま
す

西
海
市
肥
前
大
島
港
定
期
船
発
着
所
が
移
転
し
ま
す

　現在の西海市肥前大島港定期船発着所が11月1日に大島町馬込から真砂に移転し、
佐世保―大島間の高速船の発着を行います。なお、高速船の発着時間については変更
ありません。
　また、さいかい交通のバス停留所が、「大島港」の名称で設置されます。

ファミリー
マート←至る 大島町馬込

←
至

る
 崎

戸
町

至る 西海町→

真砂
交差点

海肥
前

大
島

港

�

タ
ー

ミ
ナ

ル

新西海市肥前大島港ターミナル 付近見取図
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募
集
職
種　
介
護
支
援
専
門
員

募
集
人
員　
1
名

勤
務
場
所

　
西
海
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

勤
務
内
容

　
要
支
援
1
・
2
の
方
の
介
護
予
防

　
支
援
業
務

勤
務
時
間　

　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
間
で

　
週
30
時
間

採
用
期
間

　
随
時
～
令
和
2
年
3
月
31
日

報
酬　
月
額　
1
6
0
、0
0
0
円

費
用
弁
償　
市
の
規
定
に
よ
る

応
募
資
格

介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を
有
し
、

自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
方（
Ａ
Ｔ

限
定
可
）

募
集
期
限　
10
月
31
日

申
込
方
法　

履
歴
書（
写
真
貼
付
）と
応
募
資
格

を
有
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の

写
し
を
長
寿
介
護
課
ま
た
は
各
総
合

支
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

採
用
決
定　
面
接
に
よ
り
決
定
し
ま
す

福
利
厚
生

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
雇
用

保
険
、
年
次
有
給
休
暇
、
特
別
休
暇

（
一
部
無
給
）

問
い
合
わ
せ
先

長
寿
介
護
課
地
域
支
援
班

☎
37

−

0
2
4
5

介
護
支
援
専
門
員
を

募
集
し
ま
す

募
集
職
種　
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

募
集
人
員　
１
名

勤
務
場
所　
情
報
交
通
課
内（
予
約
セ
ン
タ
ー
）

募
集
資
格

　
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
方

　
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が
可
能
な
方

勤
務
内
容

　
さ
い
か
い
ス
マ
イ
ル
ワ
ゴ
ン
の
予
約
受
付
業
務
等

採
用
期
間　
11
月
１
日
～
令
和
２
年
３
月
31
日

勤
務
時
間　
８
時
～
17
時
15
分　
週
30
時
間

報
酬

　
月
額
１
２
０
、０
０
０
円

そ
の
他
、西
海
市
非
常
勤
職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
定

に
基
づ
き
支
給

福
利
厚
生　
健
康
保
険
、厚
生
年
金
保
険
、雇
用
保
険
、

　
　
　
　
　
年
次
有
給
休
暇
、特
別
休
暇

応
募
要
領

　
履
歴
書（
写
真
付
）を
情
報
交
通
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

郵
送
の
場
合
は
封
筒
に「
予
約
セ
ン
タ
ー
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
希
望
」と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
の
場
合
の
送
付
先

　
〒
８
５
７

－

２
３
９
２

　
大
瀬
戸
町
瀬
戸
樫
浦
郷
２
２
２
２
番
地

　
情
報
交
通
課

募
集
期
限
　

　
10
月
18
日（
金
）午
後
5
時

　
※�
郵
送
の
場
合
当
日
消
印
有
効

面
接
日
時

　
10
月
25
日（
金
）午
前
10
時

面
接
会
場

　
大
瀬
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
２
階
第
1
会
議
室

問
い
合
わ
せ
先

　
情
報
交
通
課
☎
37

－

０
０
８
３

さ
い
か
い
ス
マ
イ
ル
ワ
ゴ
ン

予
約
セ
ン
タ
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

マイクロバスの適切な利用に
係る周知について
　マイクロバスについては、グループ旅行などの移動の際に広く利用されているところですが、マイクロバスのサービス
の中には、旅客自動車運送事業の許可を得ずに運送行為を行う無許可営業や、レンタカー事業者がレンタカー（マイクロ
バス）と運転手を一体的に提供する不適切なサービスなど、道路運送法に違反するサービス事例も散見されるところです。
　こうした違法ないわゆる白バス行為について、利用者としては違法なサービスであることを認識・理解せずに利用して
しまっているケースも少なくありません。

運転手付きマイクロバスの手配は、国土交通大臣の許可を受けたバス会社を利用しましょう
◦�運転手付きの「白ナンバー」のマイクロバスは、いわゆる「白バス」と呼ばれる道路運送法に違反するサービスです。利
用するのはやめましょう。

◦�道路運送法の許可を受けたバス会社（貸切バス事業者）の正規のマイクロバスには「緑ナンバー」が付いています。
◦�正規の貸切バス事業者には「運送引受書」や「領収証」などの関係書類の交付が義務付けられています。口答による契約
は、法律に違反するサービスです。

レンタカーのマイクロバスには運転手は付いていません
◦�レンタカー会社からは、車を借りることしかできません。
◦�レンタカーを借りた場合には、車を借り受けた利用者自身が運転しなければなりません。
◦�レンタカーと運転手が一体的に提供されるサービスも、いわゆる「白バス」と呼ばれる法律に違反するサービスです。利
用するのはやめましょう。

◦�また、運転を依頼した人などに、レンタカーを手配してもらうことはできません。

違法な「白バス」を利用して事故に遭った場合、保険の適用がないことがあります
◦�違法な「白バス」を利用して、万が一、事故に遭って負傷した場合、適切な損害賠償がなされず、治療費などの損害額を
利用者自身が全額負担しなければならない。

問い合わせ先	 九州運輸局長崎運輸支局
	 輸送・監査部門
	 ☎０９５－８３９－４７４７
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広
　
告
　
欄

広報さいかいに広告を
掲載してみませんか
広報さいかいに広告を
掲載してみませんか

●広告掲載料
　 1 枠（45mm×178mm）あたり月額 1 万円
　半枠（45mm×  88mm）あたり月額 5 千円
●詳しくは政策企画課秘書広報班
　（☎37－0261）までお尋ねください

第２回 癒やしフェア in 西海

ご
み
の
搬
入
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

通
常
年
末
年
始
を
除
く
、
月
曜
か

ら
土
曜
日
ま
で
の
午
前
9
時
か
ら
午

後
4
時
ま
で
ご
み
の
搬
入
を
受
付
し

て
い
ま
す
が
、
10
月
26
日（
土
）は
、

定
期
点
検
の
た
め
ご
み
の
搬
入
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に
搬
入
す
る

な
ど
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

も
え
る
ご
み
の
開
封
検
査

　

炭
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ご
み
を
直

接
搬
入
さ
れ
た
際
に
ご
み
袋
を
開
封

し
、検
査
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
も
え
る
ご
み
以
外
の
も
の
が
見
つ

か
っ
た
場
合
に
は
、
搬
入
さ
れ
た
方

に
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
く
と
と
も
に

今
後
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う

に
指
導
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
市
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
環
境
政
策
課　
☎
37

－

0
0
6
5

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
美
化

　
ご
み
が
散
ら
か
っ
た
ま
ま
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
ご
み
を
出
さ
れ
る
方

が
迷
惑
を
し
て
い
る
と
環
境
政
策
課
に
相
談
が
あ
っ
て
い
ま
す
。

　
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
た
ご
み
で
あ
っ
て
も
、
ご
み
出
し
の
ル
ー
ル

が
守
ら
れ
て
い
な
い
場
合
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

　
収
集
で
き
な
い
ご
み
に
は
、
収
集
で
き
な
い
理
由
を
書
い
た
黄
色
い
シ
ー
ル

を
貼
り
ま
す
の
で
、そ
の
ご
み
を
出
さ
れ
た
方
は
ご
み
を
持
ち
帰
り
、問
題
点
を

改
善
さ
れ
た
上
で
次
回
の
収
集
日
に
出
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
出
し
の
ル
ー
ル

　
◦
市
の
分
別
に
従
っ
て
出
す

　
◦
市
指
定
の
ご
み
袋
で
出
す

　
◦
粗
大
ご
み
は
シ
ー
ル
を
貼
る

　
◦
収
集
日
の
朝
8
時
ま
で
に
出
す

　
◦
事
業
所
の
ご
み
は
出
せ
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ
先

　
環
境
政
策
課　
☎
37

－

0
0
6
5

▲

指
導
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
た
ご
み

炭
化
セ
ン
タ
ー
通
信

第
10
号

ご
み
出
し
時
の
注
意
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「
市
民
参
加
の
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

事
業
」登
録
愛
護
団
を
募
集
し
ま
す

　
西
海
市
で
は
、
美
し
い
海
や
緑
豊
か
な
自

然
環
境
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
団
体
に
対
し
、
活
動
の
支
援
を
行
い

ま
す
。

団
体
登
録
の
要
件

　
市
道
お
よ
び
、
市
が
管
理
す
る
河
川
、
海

岸
等
の
清
掃
・
美
化
活
動
に
取
り
組
む
意
思

が
あ
る
概
ね
5
人
以
上
で
構
成
さ
れ
る
団

体
が
登
録
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　（
例
）自
治
会
、
老
人
会
、
婦
人
会
、
小
中  

　
高
等
学
校
、企
業
、有
志
団
体
等

対
象
範
囲

　
市
道
お
よ
び
、
市
が
管
理
す
る
河
川
、
海

岸
等
に
お
け
る
清
掃
美
化
活
動

支
給
対
象
品

　
清
掃
美
化
活
動
に
必
要
な
清
掃
用
品
等

西
海
市
内
の
美
化
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
け

る
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
土
木
管
理
班

　
☎
37

−
0
0
2
0

西
海
市
が
管
理
す
る
道
路
の
陥
没

な
ど
の
通
報
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　
市
で
は
、
日
頃
か
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、

道
路
の
保
全
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

近
年
、交
通
量
の
増
加
や
舗
装
の
老
朽
化
な
ど

に
よ
り
、
道
路
の
傷
み
も
激
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
小
さ
な
陥
没
等
で
も
事
故
に
つ
な
が
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　
道
路
に
異
常（
陥
没
、
舗
装
の
段
差
等
）を

発
見
し
た
場
合
、建
設
課
ま
で
ご
連
絡
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

建
設
課　
土
木
管
理
班

☎
37

－
０
０
２
0

「
水
道
メ
ー
タ
ー
器
の
交
換
作
業

実
施
に
つ
い
て
」

対
象
メ
ー
タ
ー
器
の
交
換
作
業
を

行
い
ま
す

　
計
量
法
に
よ
り
水
道
メ
ー
タ
ー
器
は
8
年

で
交
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
ま
っ
て

お
り
、対
象
と
な
っ
て
い
る
水
道
メ
ー
タ
ー
器

は
西
海
市
の
委
託
業
者
が
私
有
地
に
入
っ
て

交
換
作
業
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

メ
ー
タ
ー
交
換
に
よ
る
費
用
は
一
切
発
生
し

ま
せ
ん
。

　

対
象
メ
ー
タ
ー
器
は
、
10
月
〜
3
月
の

期
間
に
取
り
替
え
を
行
う
予
定
で
す
。
当
日

不
在
の
場
合
で
も
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

上
水
道
課

☎
37

－

０
０
7
２

令
和
2
年
成
人
式
で
、
新
成
人
代

表
と
し
て
挨
拶
し
て
く
だ
さ
る
方

を
募
集
し
ま
す
!!

対
象
者

　
平
成
11
年
4
月
2
日
〜
平
成
12
年
4
月
1

日
生
ま
れ
の
市
内
在
住
の
方

申
込
み
期
限

　
令
和
元
年
10
月
31
日（
木
）必
着

　

期
限
ま
で
に
、
挨
拶
文
の
案（
8
0
0
字

程
度
）を
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ま
で
持

参
ま
た
は
郵
送
。

　
※�

封
筒
に「
成
人
式
代
表
挨
拶
」と
記
載

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、連
絡
先
に
つ
い
て
は
、住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
の
記
載
を
必
ず
お
願
い
し
ま
す
。

結
果

　
結
果
に
つ
い
て
は
、
対
象
者
の
方
へ
、
直

接
ご
連
絡
し
ま
す
。

◎�

今
年
度
の
成
人
式
は
令
和
2
年
1
月
4
日

（
土
）に
大
島
文
化
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
ま

す
。

　
☆�

10
月
下
旬
に
対
象
者
の
方
へ
案
内
状
を

送
付
し
ま
す
。

　
☆�

11
月
に
な
っ
て
も
案
内
状
が
届
か
な
い

場
合
は
、
お
手
数
で
す
が
左
記
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
教
育
課（
☎︎
37

−

0
0
7
9
）
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No. 項目 内容 チェック欄
1 正しい服装 作業に適した服装を
2 所在連絡 作業内容や作業場所を家族などにきちんと伝達

3 携帯電話 緊急時に備え、携帯電話を忘れずに

4 体力調整 準備運動をしっかりと
5 焦り防止 余裕をもった無理のない作業計画を
6 作業者確認 子供、妊婦、不慣れな人に危険作業はさせない
7 周囲確認 周りの作業者に危険が及ばないよう、周囲を確認
8 複数人作業 危険作業は複数人で
9 機械安全確認 安全装置をきちんと装着
10 エンジン停止 機械から離れる時や点検する時はエンジンを切る
11 適当な休憩 疲労が蓄積しないようにこまめな休憩を　
12 危険箇所の確認 危険箇所を確認し、看板等目印を設置
13 技術講習 不慣れな機械作業は講習を受けてから
14 労災・共済 万一の事故に備え、労災保険や傷害共済に加入！
15 応急処置 万一の事故に備え、応急処置の知識を身につける

秋の農作業安全確認運動

　秋は収穫等の農作業が増えると共に、空気が乾燥したり、日没が早まったりするなど作業
中の事故が発生しやすくなります。死亡事故の多くは、トラクターなど大型機械の操作ミス
等によるもので、特に 70 歳以上の高齢者に多く発生しています。
　以下のチェック事項について、家族ぐるみ・地域ぐるみで確認しあって、農作業安全に努
めましょう !!

長崎県で発生した農作業死亡事故発生件数の推移

■日頃の作業を振り返り、自分の取り組みをチェックしてみましょう！

期間：9月1日（日）～10月31日（木）
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狩
猟
が
解
禁
に
な
り
ま
す

〜
狩
猟
期
間
中
は
ご
注
意
を
！
〜

　

11
月
15
日
か
ら
翌
年
の
2
月
15
日
ま
で

（
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
に
限
っ
て
は
3
月
15
日

ま
で
）狩
猟
が
解
禁
に
な
り
ま
す
。

　
狩
猟
登
録
を
さ
れ
た
方
が
法
令
で
定
め
ら

れ
た
鳥
獣
保
護
区
等
の
規
制
区
域
、
人
家
の

あ
る
場
所
、
公
道
、
公
園
等
を
除
く
山
野
、

海
岸
等
で
狩
猟
を
行
い
ま
す
の
で
狩
猟
期
間

中
は
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
山
歩
き
や
遠
足
に
出
か
け
る
と
き
は
、
目

的
地
お
よ
び
そ
の
行
程
内
に
狩
猟
が
行
わ

れ
る
場
所
で
あ
る
か
ど
う
か
な
ど
、
事
前

の
安
全
確
認
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
野
山
を
歩
く
場
合
、
山
林
・
田
畑
で
作
業

す
る
際
は
、
な
る
べ
く
目
立
つ
服
装
に
心

が
け（
目
立
た
な
い
服
装
は
獣
と
誤
認
さ

れ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
）鈴
や
ラ
ジ
オ
を

鳴
ら
す
な
ど
し
て
自
分
の
存
在
を
周
囲
に

知
ら
せ
る
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
登
山
道
か
ら
外
れ
た
り
、
や
ぶ
の

中
に
入
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
、
単
独

行
動
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

③
狩
猟
に
伴
う
危
険
と
思
わ
れ
る
行
為
や
事

故
を
見
聞
き
・
目
撃
し
た
時
は
、
今
後
の

危
険
防
止
の
た
め
最
寄
り
の
警
察
に
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。

④
狩
猟
が
行
わ
れ
る
場
所
に
つ
い
て
は
、
長

崎
県
農
山
村
対
策
室
、
長
崎
県
県
央
振
興

局
、
西
海
市
農
林
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
●
長
崎
県
農
山
村
対
策
室

　
　
（
長
崎
市
尾
上
町
3

－

1
）

　
　
☎
0
9
5

－

8
9
5

－

2
9
1
7　

　
●
長
崎
県
央
振
興
局
農
業
企
画
課

　
　
（
諫
早
市
永
昌
東
町
25

－

8
）

　
　
☎
0
9
5
7

－

22

－

0
3
8
9

　
●
農
林
課

　
　
（
西
海
市
大
瀬
戸
町
瀬
戸
樫
浦
郷
2
2
7
8

－

2
）

　
　
☎
37

－

0
0
7
0

「ツマジロクサヨトウ」にご注意ください。

問い合わせ先
農林課
☎37−0070

トウモロコシ、イネ、サトウキビ、サツマイモ、野菜類を食害する「ツマジロクサヨトウ」と
思われたらご連絡ください。

　今年７月にわが国で初めてツマジロクサヨトウの発生が確認され、長崎県においても飼料用
トウモロコシ、スウィートコーンについて発生が確認されたところです。市内では未だ発生の
確認はされていませんが、発見された場合は農林課までご連絡ください。

網目模様

［1］〜［5］は植物防疫所原図

淡色部は逆Y字状 被害の状況

幼虫の寄生

●幼虫は大きくなると体長約
４ｃｍ、体色は左の写真のよう
に変化があります。

●頭部には網目模様があって
「逆 Y 字」に見えます。

●若齢幼虫は区別できない場
合があります。

特徴

［1］

［3］ ［4］ ［5］

［2］
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集
落
内
や
道
路
に
出
没
す
る
イ
ノ
シ

シ
か
ら
生
活
環
境
被
害
を
軽
減
す
る
た

め
に
、
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
を
設
置

し
対
応
す
る
事
業
で
す
。

事
業
実
施
主
体

①
自
治
会
ま
た
は
自
治
会
等
で
組
織

す
る
団
体

事
業
内
容

②
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
設
置（
原
則

1
団
体
1
、0
0
0
m
ま
で
）

補
助
率

①
資
材
相
当
額（
1
、0
0
0
円
／
m
限
度
）

②
燃
料
費
等（
資
材
費
の
1
／
10
限
度
）

注
意
事
項

　
　
助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、
金
額

が
わ
か
る
も
の（
見
積
書
等
）が
必

要
で
す
。
見
積
書
等
が
な
い
場
合
は

助
成
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
お
気
を

つ
け
く
だ
さ
い
。

地
域
捕
獲
隊
に
つ
い
て

　
　
狩
猟
免
許
を
所
持
し
た
方
を
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
地
域
捕
獲
隊
を
組
織

す
る
こ
と
で
、
免
許
不
所
持
の
方
で

も
捕
獲
補
助
作
業
が
出
来
ま
す
。

　
　
ま
た
、
市
主
催
の
安
全
講
習
会
を

受
講
後
に
は
隊
員
数
に
応
じ
て
箱

わ
な
の
貸
与
が
あ
り
ま
す
の
で
、
地

域
内
の
被
害
に
速
や
か
に
対
応
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
農
林
課
鳥
獣
林
務
班

　
☎
37

−

0
0
7
0

　
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
が
深
刻

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
被
害
を
軽
減

す
る
た
め
、令
和
2
年
度
に
お
い
て
鳥
獣
被
害

防
止
総
合
対
策
事
業（
国
庫
補
助
事
業
）に
よ

る
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
の
整
備
事
業
を
募
集

し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、受
益
者
3
戸
以
上
の
農
家
が

協
力
し
、
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
を
用
い
た

侵
入
防
止
柵
の
一
体
的
な
整
備
と
適
正
な
維
持

管
理（
草
刈
り
や
点
検
・
補
修
等
）
を
行
う

地
域
に
対
し
、必
要
な
資
材
を
提
供
す
る
も
の

で
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
下
記
の
内
容
を
取
り

ま
と
め
、農
林
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

要
件

①
受
益
戸
数
…
3
戸
以
上

②�

現
に
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
被
害
を
受
け

て
い
る
地
域
に
お
い
て
、
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

シ
ュ
柵
の
一
体
的
な
整
備（
受
益
者
に
よ
る

自
力
施
工
）と
14
年
間（
耐
用
年
数
）の
適
正

な
維
持
管
理
が
で
き
る
こ
と

③�

毎
月
点
検
を
行
い
、
年
度
毎
に
点
検
簿
を
提

出
で
き
る
こ
と

申
請
内
容

①
地
区
名
、代
表
者
名
、受
益
者
名

②
設
置
延
長

③
受
益
面
積

④
被
害
を
受
け
て
い
る
作
物
と
そ
の
面
積

申
請
期
限

　
12
月
27
日（
金
）ま
で

注
意
事
項

　
地
域
か
ら
の
要
望
数
や
国
か
ら
の
交
付
金
の

配
分
等
に
よ
っ
て
は
、次
年
度
以
降
の
実
施
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、資
材
の
購
入
に
か
か
る
費
用
は
原
則

全
額
補
助
対
象
で
す
が
、総
事
業
費
が
補
助
対

象
額
を
超
え
た
場
合
は
別
途
受
益
者
負
担
金
が

発
生
し
ま
す
。

　
公
道
・
河
川
等
の
越
境
、
道
路（
赤
道
等
を

含
む
）上
の
設
置
や
遮
断
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　
農
林
課
鳥
獣
林
務
班

　
☎
37

−

0
0
7
0

イ
ノ
シ
シ
か
ら
農
作
物
を
守
ろ
う
！

イ
ノ
シ
シ
撃
退
事
業
に
つ
い
て

▲ワイヤーメッシュ柵の設置例
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農業委員会
だより

平成30年度の詳し
い活動実績について
は、西海市ウェブサイ
トをご覧ください。

　農業委員会では遊休農地の解消にむけて
毎年、活動計画をたてて、その解消に努めて
います。
　今回は平成30年度の活動実績の一部と
令和元年度の活動目標などについてお知ら
せします。

遊休農地の解消例:西彼町白崎地区　基盤整備事業を利用し区画整理中（樹園地等）
遊休農地　1.1ヘクタール、山林化　5.0ヘクタールを農地として再生

問い合わせ先
農業委員会事務局
☎37－0080

①解消目標を設定する
②農地利用状況調査（農地パトロール）※1をする
　（調査員49名、調査実施期間5月～10月、調査結果取りまとめ9月～12月に実施）
③調査をもとに利用意向調査（アンケート）を実施する
　（調査実施時期11月、結果取りまとめ時期1月～3月、調査数354筆、調査面積29.6ヘクタール）
④解消に向けた取組みを行う
※1 農地利用状況調査（農地パトロール）とは…市内全域を調査区域とし、農業委員等が航空写真をもとに、各地区の農地の耕作

状況を1筆ごとに現地確認する調査のことです。

解消目標 134㌶
解消実績  73㌶
達 成 率 54.48％
達成率は目標に対しての実績で計算しています。

【着工前：H30．8月】 【H31．3月現在】

令和元年度の遊休農地の解消についての取り組みについて

解消目標　134ヘクタール
　解消に向けて今年度も農地利用状況調査を5月～8月に実施しました。
　今後は調査表をもとに、今年耕作をしていない対象者の方に向けて利用意向調
査（アンケート）を実施し、対象者の意向に応じて解消に向けた取り組み※2をおこ
ないます。
　アンケートの発送は11月下旬を予定しています。ご協力をお願いします。
※2　取り組み例…アンケートで農地を他者に貸したい意向があった場合は関係機関に情報提

供を行い、借り手を探してもらうなど

平成30年度の遊休農地の解消に向けた取り組み実績
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農業委員会
だより

平成30年度の詳し
い活動実績について
は、西海市ウェブサイ
トをご覧ください。

　農業委員会では遊休農地の解消にむけて
毎年、活動計画をたてて、その解消に努めて
います。
　今回は平成30年度の活動実績の一部と
令和元年度の活動目標などについてお知ら
せします。

遊休農地の解消例:西彼町白崎地区　基盤整備事業を利用し区画整理中（樹園地等）
遊休農地　1.1ヘクタール、山林化　5.0ヘクタールを農地として再生

問い合わせ先
農業委員会事務局
☎37－0080

①解消目標を設定する
②農地利用状況調査（農地パトロール）※1をする
　（調査員49名、調査実施期間5月～10月、調査結果取りまとめ9月～12月に実施）
③調査をもとに利用意向調査（アンケート）を実施する
　（調査実施時期11月、結果取りまとめ時期1月～3月、調査数354筆、調査面積29.6ヘクタール）
④解消に向けた取組みを行う
※1 農地利用状況調査（農地パトロール）とは…市内全域を調査区域とし、農業委員等が航空写真をもとに、各地区の農地の耕作

状況を1筆ごとに現地確認する調査のことです。

解消目標 134㌶
解消実績  73㌶
達 成 率 54.48％
達成率は目標に対しての実績で計算しています。

【着工前：H30．8月】 【H31．3月現在】

令和元年度の遊休農地の解消についての取り組みについて

解消目標　134ヘクタール
　解消に向けて今年度も農地利用状況調査を5月～8月に実施しました。
　今後は調査表をもとに、今年耕作をしていない対象者の方に向けて利用意向調
査（アンケート）を実施し、対象者の意向に応じて解消に向けた取り組み※2をおこ
ないます。
　アンケートの発送は11月下旬を予定しています。ご協力をお願いします。
※2　取り組み例…アンケートで農地を他者に貸したい意向があった場合は関係機関に情報提

供を行い、借り手を探してもらうなど

平成30年度の遊休農地の解消に向けた取り組み実績

令和2年版農業日誌等の
販売について（ご案内）

　令和2年版農業日誌等の購入申込みを受け付けています。
　希望される方は、下記によりお申込みください。
　なお、農業委員会での取りまとめは10月30日（水）までにお申込みされた方のみです。
　11月以降にお申し込みされる方は、直接、農林統計協会にお申込みください。その際は、定価での
販売となり、送料、振込み手数料は申込み者負担となります。

（1冊当たり税込単価）

【割引価格】
10月30日までに農
業委員会へ申込の方

【定価】
11月以降に農林統
計協会へ申込の方

（別途、送料、振込手
数料本人負担）

内　　容

①農業日誌
B6判　約616頁

1,232円 1,540円

「日記欄」「収支欄」「経営記録
欄」からなり、その日の作業記
録等が記入できます。農作業
の参考になる最新農業情報等
が掲載あり。実用性も抜群の

「農家に欠かせない1冊」です。

②ファミリー
日誌

B5判　約336頁
1,232円 1,540円

その日の記録を記入する日記
欄があり、農作業の記録など
を書くことができます。

③新農家暦
A5判　88頁

440円 550円

12か月暦、農作業暦、生活便利
メモなど月ごとの農作業に役
立てることができます。その
他、詐欺撃退マニュアルや健
康情報等が掲載されています。

※�ただし、農業委員会での取りまとめ後、3点の合計が3冊以下の場合にはいずれも定価での販売と
なりますので、あらかじめご了承ください。

申込み・問い合わせ先
西海市農業委員会事務局		 ☎37−0080
財団法人　農林統計協会		 ☎03−3492−2987
		  Ⓕ03−3492−2942
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2019年10月1日、
消費税・地方消費税の税率は10％へ

10％のうち2.2％は地方消費税（地方税）です。

※一般に「消費税」と言うのは、消費税（国税）と地方消費税（地
方税）を合計したものです。地方消費税収は、地方自治体の
貴重な財源として、住民の皆様に身近な行政に生かされて
います。

　日本では高齢化が進み、社会保障の費用は増え続け
ています。みんなが安心できる社会にするためには、
安定した財源を確保し、社会保障制度を次世代に引き
継ぐとともに、全世代型へ転換していく必要があり
ます。そのためには10％への税率の引上げが必要
です。

　引上げ分は、消費税・地方消費税ともに、全世代を対
象とする社会保障の充実と安定のために使われます。
例えば、①待機児童の解消、②３歳から５歳までの幼
児教育・保育の無償化、③真に支援の必要な学生の高
等教育（大学など）の無償化、④介護職員の処遇改善、
⑤所得の低い高齢者の介護保険料の軽減、⑥所得の低
い年金受給者への給付金の支給などです。

　税率引上げに伴う家計への負担を減らすため、飲食
料品（お酒・外食を除く）と新聞（定期購読契約・週２回
以上発行）に係る税率を８％に据え置きます（軽減税
率制度）。このほか、家計や景気への影響を緩和するた
めの対策も実施します。

詳しくは、「政府広報　消費税」で
検索してください。知っていますか、

地方消費税

なぜ、税率が上がるんですか？

社会保障制度を次世代に引き継ぎ、
みんなが安心できる社会にするため

引上げ分は何に使われるのですか？

すべての世代を対象とする
社会保障のために

家計や景気への影響は大丈夫ですか？

家計と景気、両方の視点から
対策を実施します

プレミアム付
商品券

自動車や住宅の
購入等支援

キャッシュレス
決済での

ポイント還元
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「第64回長崎県美術展覧会移動展」と
「日本画と緋布人形展「長崎の夢」」を開催します
　「日本画と緋

ひ ふ

布人形展「長崎の夢」」は、日本画教室「西海青羊会」の会員の皆様の作品と、
長崎ゆかりの歴史的人物を題材とした岩

い わ さ き

㟢緋
ひ ふ

布（岩
い わ さ き

崎岸
き し よ

代）さんの緋布人形のコラボ展
です。
　また、昨年度、県展最高賞の「西

せ い ぼ う

望平和賞」を受賞した、青羊会会員の林
はやし

俊
と し の り

範さんの作品
「憩う」も展示予定です。

日時　
　11月1日（金）～11月5日（火）　開会時間…10時から17時まで
会場
　大瀬戸コミュニティセンター　（大瀬戸町瀬戸樫浦郷 2222 番地）
問い合わせ先
　社会教育課文化スポーツ班　☎ 37 −0079

芸術に触れよう

▲第 63回県展・西望平和賞　「憩う」林俊範

▲「じゃがたらお春」岩﨑緋布
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●西彼地区
我らが少女A
高村　薫/朝日新聞出版社
12年前、元中学美術教師が東京郊外
の公園で殺害された。犯人はいまだ逮
捕されず、当時の捜査責任者・合田雄
一郎の胸に後悔と未練がくすぶり続け
ていた。そこへ思いもよらない新証言
が…。

●大島地区
いけない
道尾　秀介/文藝春秋
友達のいない少年が目撃した殺人現
場は本物か？偽者か？各章の最終
ページを捲ると現れる地図や写真の
意味が解った瞬間、物語の別の顔が
見えてくる…。驚愕ミステリー。

●西海地区

剣樹抄
冲方　丁/文藝春秋
捨て子を保護し、謀者として育てる幕府
の陰密組織〈拾人衆〉に加わった少年・
六維了助。水戸光國に見出された了助は
様々な能力に長けた仲間と共に、明暦の
大火が幕府転覆を目論む者たちによる
放火だという疑惑を追うが…。

●大瀬戸地区

緋い川
大村　友貴美/光文社
明治三十三年、東北地方の山間地方で
起きた、猟奇的殺人事件。村には不穏
な空気が立ち込めていた。時をおなじく
して、村に赴任することになった新人医
師の衛藤は…。若き医師が辿り着いた、
哀しい真実とは。時代が引き起こした謎
と、人間の業を描く長編ミステリー！

ごぞんじですか？
1枚の利用者カードで西海市内の公立

図書

館・図書室の本を借りることができます。
ぜひ、

ご利用ください。
なお、貸出期間は2週間です。借りたら期

限内

に返却をお願いします。

西彼

西海

一般書
題　名 著　者

三体 劉　慈欣
灼熱 秋吉　理香子
時間（とき）の花束 三浦　百恵 
希望の糸 東野　圭吾
クジラアタマの王様 伊坂　幸太郎
老いる前の整理はじめます！ コンシューマーズ京都/監修
八本目の槍 今村　翔吾
お願いおむらいす 中澤　日菜子
ひぐらし先生、俳句おしえてください。 堀本　裕樹 
島津四神伝 片山　洋一 
途中下車はできません 山本　巧次 
へぼ侍 坂上　泉
百の夜は跳ねて 古市　憲寿
最後のページをめくるまで 水生　大海
ことばにできない宇宙のふしぎ エラ・フランシス・サンダース

地区 児童書
題　名 著　者

思いはいのり、言葉はつばさ まはら　三桃
モンスターだって、はをみがく！ グレゴワール・マビール
あやしい植物図鑑 菅原　久夫 
魔女の子ども ケリー・バーンヒル
100年ハチミツのあべこべ魔法 あんびる　やすこ
めをとじてみえるのは イザベル・アルスノー 
月と珊瑚 上條　さなえ
ギョギョギョつり 矢野　アケミ
ヤワな大人にならない！　生きかたルールブック 斉藤　孝
いきもののうんこ トニー・デ・ソーレス
あいうえオリンピック 平澤　一平
うそつきタケちゃん 白矢　三恵 
るすばんかいぎ 浜田　桂子
ちびまる子ちゃんの話しかたと発表 さくら　ももこ

西彼

西海

大島

崎戸

大瀬戸

地区

新刊情報

崎戸

大島

大瀬戸

今月のおすすめの本今月のおすすめの本

西海市立図書館・図書室
●西彼図書館 西彼町喰場郷736 ☎37－0228
●大島図書館 大島町1922-2 ☎37－0247
●西海歴史民俗資料館図書室 西海町黒口郷488-1 ☎37－0234
●大瀬戸歴史民俗資料館図書室 大瀬戸町瀬戸西濱郷61-1 ☎37－0268

火曜日～金曜日　10時～18時
毎週土・日曜日　  9時～17時

開 毎週月曜日・祝日
年末年始（12月29日～翌年1月3日）蔵書点検期間

休

●崎戸中央公民館図書室　崎戸町蠣浦郷1645　☎37－0158
月～金曜日　9時～17時開 土・日曜日・祝日

年末年始（12月29日～翌年1月3日）蔵書点検期間
休

本は返却を
お願いします

携帯電話からも本の検索などがご利用
いただけます。QRコードを読み取り、
アクセスしてください。

★10月26日（土）に図書館まつり開催のため、
10月の【おはなし会・おたのしみ会】は
ありません。

たかむら　  かおる

みち  お　　しゅうすけ

うぶかた　    とう

おおむら　      ゆ   き   み

けん  じゅ しょう

あか
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＊祝祭日は前日のテープが流れます。
＊朝9時から翌朝9時までの24時間、同じ内容のテープが3分間流れます。
＊曜日毎にテーマが決められ（日替りメニュー）、月毎にかわります。
＊内容は専門の医師・歯科医師がつくります。

2019年10月　テレホンテーマ
月
火
水
木
金

土・日

片頭痛について
ゴルフ肘
赤ちゃんの発熱
老眼について
口内炎か口腔がんか迷ったら？
排尿時の痛み

長崎県
保険医協会

長崎市恵美須町 2-3-2F
TEL 095-825-3829 ／ FAX 095-825-3893
URL https://www.vidro.gr.jp/
Eメール nagasaki-hok@doc-net.or.jp

健康テレホンサービス
長崎 ☎095－826－5511
7 0120−555−203（携帯電話不可）

日本人
外国人
日本人
外国人
日本人
外国人
日本人
混　合
外国人

27,163 
412 

13,211 
327 

13,952 
85 

12,219 
35 

365 

-49 
-11 
-27 
-9 

-22 
-2 

-19 
0 

-11 

人　口

男

女

世帯数

令和元年
8 月 31日現在 前月比

人　口

男

女

世帯数

各町別
西彼 西海 大島 崎戸 大瀬戸

8,285 
26 

3,981 
3 

4,304 
23 

3,318 
9 

16 

7,108 
16 

3,366 
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日本人
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外国人
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西海市の人口の動き

一年間分の「健康テレホンサービス」放送原稿を収載した小冊子
『健康一口メモ』（第28～32集：1冊400円・送料別）を好評販売
中です。

お知らせ

編
集
後
記

今
月
の
広
報
紙
づ
く
り
は
虫
た
ち
と
共

に
ー
。

夕
方
、
事
務
所
で
編
集
作
業
を
し
て
い
る

と
、
右
肩
を
ア
ブ
に
刺
さ
れ
て
、
二
週
間

経
っ
て
腫
れ
は
退
い
た
け
ど
傷
跡
し
っ
か
り
。

昨
日
は
、
ど
こ
か
ら
入
っ
て
き
た
の
か
、

帰
宅
す
る
と
居
間
で
コ
オ
ロ
ギ
の
鳴
き
声
が
。

そ
う
い
え
ば
、
夕
暮
れ
時
に
鳴
い
て
い
た

キ
リ
ギ
リ
ス
や
コ
オ
ロ
ギ
の
声
も
日
中
か
ら

聞
こ
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
変
温

動
物
で
あ
る
虫
た
ち
は
、
秋
が
深
ま
り
夜
間

の
気
温
が
低
く
な
る
と
昼
間
に
も
鳴
く
よ
う

に
な
り
、
気
温
が
15
℃
以
下
に
な
る
と
鳴
か

な
く
な
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
虫
が
鳴

く
10
月
頃
ま
で
は
、
心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
て
、
私
た
ち
も
虫
の
声
で
癒
さ
れ

る
と
い
う
わ
け
で
す
。

そ
し
て
、
ほ
ん
の
数
日
前
、
黄
金
色
の
て

づ
く
り
は
ち
み
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
虫

た
ち
よ
、
あ
り
が
と
う
。

こ
の
号
が
発
行
さ
れ
る
頃
は
、
肌
寒
さ
や

日
の
短
さ
か
ら
、
さ
ら
に
秋
を
実
感
し
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
か
わ
ぐ
ち
）

▲庭の黄色い彼岸花も秋の到来を告げています。
　花言葉は、「追想、深い思いやりの心」

慌てないで！
災害後の住宅修理トラブル

●豪雨や台風など自然災害による被害で、住宅の修理等が必要
な場合でも、慌てずに複数の事業者から見積もりを取ったり、
周囲に相談したりした上で慎重に契約しましょう。
●安心して依頼できる事業者について、日ごろから情報を集め
ておくことも大切です。
●自然災害が起きた後、住宅修理や便乗商法などの様々な相
談が寄せられます。
●困ったときは、早めにお住まいの自治体の消費生活センター
等にご相談ください（消費者ホットライン188）。
問い合わせ先
西海市消費生活センター
☎３７－０１４５

見守り新鮮情報

日ごろから情報収集

ひとこと助言

西海市消費生活セ
ンターからの

ミニ知識
台風で屋根が破損し雨漏りしたので、慌て

て手元にあったチラシの事業者に電話して来
てもらった。応急処置としてブルーシートを掛
けてもらい、屋根のふき替え工事をしてもら
うことになったが約200万円と高額だった。
もっと安い屋根材を使うようお願いしたが、
「これしか扱っていない」
と言われた。雨漏りで
困っていたこともあり契
約したが、やはり高額な
ので解約したい。

（７０歳代　女性）
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西海市では、豊かな自然がもたらす恵み、交流によって育まれる歴史・文化、それらを活かす人々
の想いによって、多くの産品が生み出されています。その中から、厳選した産品や観光資源を
ぎゅぎゅっと詰め込み、“ぎゅぎゅっと!西海”が誕生しました。

長崎地方で多量に生産される良質の甘藷（さつまいも）を
薄く輪切りにし、湯がいて天日に干した「甘古呂（かんころ）」。
この甘古呂を餅といっしょにつき合わせたのが「かんころ餅」
です。当時、高価だった餅米とさつま芋を混ぜ合わせて、量を
増やそうと考えた庶民の智恵から生まれたものでした。その
味はやがて、ひとつの餅菓子として存在を築き、今では自然
ゆたかな長崎の里の味として愛されるようになりました。

もち米とさつまいもだけで作られる
自然な甘味を生かした伝統食品

Vol.6

手間ひまかけて愛情こめて
これがふるさとの味 かんころ餅

西海市役所　商工観光物産課
〒857－2392　長崎県西海市大瀬戸町瀬戸樫浦郷2278 番地 2
電話：0959－37－0064　FAX：0959－37－0220

お問い合わせ

災害時に備えて
「西海市防災訓練」実施のようす P2、3
中学生が海を渡って異国を体験 P4
早めの予防で吹き飛ばそう、
季節性インフルエンザ P13
みんな集まれ！大鍋まつり P16、17
鍾乳洞でチャレンジRUN！
ロードレース大会 P18
芸術の秋に触れよう P35

災害時に備えて
「西海市防災訓練」実施のようす P2、3
中学生が海を渡って異国を体験 P4
早めの予防で吹き飛ばそう、
季節性インフルエンザ P13
みんな集まれ！大鍋まつり P16、17
鍾乳洞でチャレンジRUN！
ロードレース大会 P18
芸術の秋に触れよう P35

主な内容
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※各教室講座については、各担当部署にお問い合わせください。　※大瀬戸コミセン：大瀬戸コミュニティセンター　※大島離島センター：大島離島開発総合センター
※当番医は、急きょ変更になることがありますので、出かける前に電話等でご確認ください。

●大島地区行政
相談
大島離島センター
10時～14時

●救急医療在宅当番医
池田医院（西海）
☎33－2021

●乳幼児相談
西彼保健福祉センター
10時～11時30分

●令和元年度西海
市就学時健康診断
西海地区（西海東小、
西海北小、西海小） 
※13：00から受付開始
西海保健センター・13時30分
○集合税5期納
期限

●令和元年度西
海市就学時健康
診断 西彼地区
（西彼北小、大串小） 
※13：00から受付開始
西彼保健福祉センター
13時30分

●令和元年度西海
市就学時健康診断
西彼地区（ときわ台小）
※13：00から受付開始
西彼保健福祉センター・13時30分
●母子健康手帳交付
市役所第1別館
9時30分～11時30分 
13時30分～16時

●1歳6か月児健
康診査
大瀬戸保健センター
12時50分～13時10分

●乳幼児相談
大瀬戸保健センター
10時～11時30分
●合同行政相談所
大瀬戸コミセン・10時～16時
●母子健康手帳交付
市役所第1別館
9時30分～11時30分 
13時30分～16時

10

健康相談（10月・11月）

※身体や心の健康に関することなどご相談ください。
　保健師・管理栄養士などによる個別相談を行います。

11月 1 日・11月29日
10月30日・11月27日
10月31日・11月28日
10月29日・11月26日
10月28日・11月25日
10月18日
10月18日

曜日
金
水
木
火
月
金
金

　　　 場　所
西彼保健福祉センター
西海保健センター
大島保健センター
崎戸中央公民館
大瀬戸保健センター
江島住民センター
平島住民センター

受付時間

9：30～11：00

10：30～12：00

すくすく相談
10月17日
11月 6 日
11月21日

曜日
木
水
木

　　　場　所

大瀬戸保健センター

予約締切
10月10日
10月30日
11月14日

　 時　間
10：00～12：00
10：00～12：00
10：00～12：00

乳幼児相談

母子健康手帳交付
※毎週金曜日を定例日に設定し交付します。
※予約された方を優先し交付します。
※定例日以外の交付については予約制となります。こども課にご連絡ください。
※母子健康手帳交付には、印鑑、個人番号カード（マイナンバーカード）もしくは、
　個人番号通知カードおよび身元を確認できる証明書が必要です。

集団健診
個別健診乳児

1歳6か月児健診
3歳6か月児健診

1回目
2回目

平成30年度
おおむね4か月
 7 か月
10か月

1歳6～8か月
3歳6～8か月

平成31年度

30年度と同様

1歳7か月
3歳7か月

救急医療在宅当番医
西彼杵医師会　☎０９５‐８８２‐５２６８ 

※当番医は変更になることがあります。
※ご利用の際は、当番医に電話で確認してください。

※専門外に対しては診療ができない場合があります。

臨床心理士による子育てに関する相談を受付けています。
乳幼児相談、乳幼児健康診査等の日程については、「西海市親子カレンダー」
に掲載しています。西海市親子カレンダーは、母子保健事業実施時や各総合
支所でも配布します。また、西海市ウェブサイトにも掲載します。

※就学前までのお子さんと保護者の方を対象に、身体計測・栄養相談・
　歯科相談・保健相談を行います。
※上記に併せて、お誕生相談（その月に1歳のお誕生日をむかえる方が対象です。
　事前に通知します。）、妊婦相談、おっぱい相談（予約優先）も行います。

乳幼児健康診査

子どもの予防接種
※麻しん・風しん予防接種の対象は下記のようになっています。
●第１期：生後12か月以上 24か月未満。1歳の誕生日を迎えたら早めの接種を。
●第２期：平成25年4月2日～平成26年4月1日生まれ ※乳児集団健診と1歳 6か月児健診、3歳 6か月児健診は、大瀬戸保健セン

　ター1か所での開催となります。
　対象者には個別に通知します。
※乳児個別健診は医療機関に直接予約し受診してください。

4月から乳幼児健康診査が次のように変わりました。

●救急医療在宅当番医
真珠園療養所（西彼）
☎28－0038
松島診療所（大瀬戸）
☎37-0130

●救急医療在宅当番医
金森医院（西海）
☎32－0006
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●母子健康手帳
交付
市役所第1別館
9時30分～11時30分 
13時30分～16時
●乳幼児相談
大島保健センター
10時～11時30分

●3歳6か月児健
康診査
大瀬戸保健センター
12時50分～13時10分

●大島地区行政
相談
大島離島センター
10時～14時

●西彼地区人権
・行政相談
西彼保健センター
10時～15時

●乳幼児相談
西彼保健福祉センター
10時～11時30分
●障がい者就労
相談
福祉事務所1階会議室
13時～15時

●母子健康手帳
交付
市役所第1別館
9時30分～11時30分 
13時30分～16時

●1歳6か月児健
康診査
大瀬戸保健センター
12時50分～13時10分

●里親出前講座
（参加費無料・申込不要）
西彼教育文化センター
14時～15時
●母子健康手帳交付
市役所第1別館
9時30分～11時30分 
13時30分～16時
●乳幼児相談
大瀬戸保健センター
10時～11時30分

●令和元年度西海
市就学時健康診断
大瀬戸地区
（大瀬戸小、雪浦小） 
※13：00から受付開始
大瀬戸保健センター・13時30分
●乳幼児相談
西海保健センター
・10時～11時30分）
●障がい者就労相談
福祉事務所1階会議室
13時～15時

●大瀬戸地区行
政相談
大瀬戸コミセン
10時～15時

●乳児健康診査
大瀬戸保健センター
13時10分～13時30分

●母子健康手帳
交付
市役所第1別館
9時30分～11時30分 
13時30分～16時

●年金相談
（予約制）
西彼総合支所・11時～15時
●令和元年度西海
市就学時健康診断
大島・崎戸地区（大島
東小、大島西小、崎戸小） 
※13：00から受付開始
大島離島開発総合セン
ター・13時30分

●母子健康手帳
交付
市役所第1別館
9時30分～11時30分 
13時30分～16時

●救急医療在宅当番医
浦口医院（大瀬戸）
☎22－0015

●救急医療在宅当番医
田中医院（西海）
☎32－0033

●救急医療在宅当番医
わたなべクリニック
（大瀬戸）
☎23－3002
松島診療所（大瀬戸）
☎37-0130

●救急医療在宅当番医
田中クリニック（西彼）
☎27－0035

●救急医療在宅当番医
須山医院（大島）
☎34－2123

●救急医療在宅当番医
雪浦ひうらクリニック
（大瀬戸）
☎22-9508


